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広報紙をもっと楽しむ

　各情報にある「ページ番号」を市ホームページ

の「ページ番号検索」に入力して検索すると、簡

単に目的のページを探すことができます。

今 月 の 表 紙 は、7月30

日㈯に開館する市民文化

会館「かたりあ」です。

新しく生まれ変わった

「かたりあ」では、さま

ざまな音楽や芸術公演が

予定されています。ぜ

ひ！ご利用ください！

ホームページ連携

－今月の表紙－

※住民基本台帳調べ（外国人市民含む）
※（　）内は前月比

人口 167,663人 （－102人）

男　84,691人

女　82,972人

（－35人）

（－67人）

世帯 69,580世帯（+235世帯）

【市役所本庁舎】
毎週木曜日 午後5時15分〜7時、

毎月第2日曜日 午前8時30分〜正午

※市民課では旅券業務など一部の業務は

取り扱いできません。市税課では一部

の証明書発行業務を取り扱っています

問市民課☎ 37-4816　ＦＡＸ 37-2871
　市税課☎ 37-3767　ＦＡＸ 33-7715

市民課・市税課の時間外窓口 人の動き（3月末現在）

10  市からのお知らせ　

企業の採用を応援します／磐田市電子クーポン活

用事業を実施／副業・兼業人材活用促進事業費補

助金／消防団の新体制について／令和4年度 特別

職・部局長紹介／固定資産税の実地調査／妊娠希

望者等への風疹予防接種費助成／産後ケア／児童

手当の制度変更／生活支援コーディネーター

30　イワタノゴハン

ピンポン入りラグビーつくね

26　きらりいわた人

令和3年度河川愛護月間絵手紙

国土交通大臣賞　太田　かれん さん

24　ジュビロ＆レヴズ

30　市長コラム

21　相談窓口＆救急医療情報

22　みんなで子育て/いっしょに読もっ！

20　市民伝言板／広報クイズ

ページ番号 1000038

25　ねえねえ！オッケーくん＆

　　　　　　　　　　きょうも♪たのしっぺい

 8　トピック

平和のモニュメント「磐田平和の灯」

27　健幸plus+

28　イワタフォトニュース

目　次

CONTENTS

市税の納期限

市県民税（全期、第1期）

　納付は、口座振替やPayPay・ｄ払い

などのスマートフォン決済が便利です。

問収納課☎ 37-4810 ＦＡＸ 33-7715

【6 月 30 日㈭】

 3　特集

磐田市民文化会館「かたりあ」開幕

16　情報BOX  

22022年（令和4年）5月号



磐田市民文化会館「かたりあ」

開 幕

特集

優れた文化芸術に触れ、さまざまな活動の拠点として誰もが利用
できる「かたりあ」が 7 月 30 日㈯にオープンします。

問文化振興課☎ 0538-37-8550　FAX0538-37-5056
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「
語
り
合
う
(
か
た
り
あ
う
)、
語
り

合
え
る
(
か
た
り
あ
え
る
)」。
そ
の
言

葉
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
「
か
た
り
あ
」

は
、
市
民
文
化
会
館
の
愛
称
で
す
。

　

こ
の
愛
称
に
は
「
人
々
が
演
奏
や
演

劇
を
楽
し
み
、
そ
の
感
動
を
心
ゆ
く
ま

で
語
り
合
え
る
こ
と
を
願
っ
て
」
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
言
葉
通
り
、
訪
れ
た
人
々
が
語

り
合
え
る
空
間
が
、「
か
た
り
あ
」
に

は
存
在
し
ま
す
。

一
体
感
の
あ
る
文
化
ゾ
ー
ン
を
創
出

　

「
か
た
り
あ
」
が
誕
生
し
た
エ
リ
ア

は
、
主
要
幹
線
道
路
か
ら
ア
ク
セ
ス
し

や
す
く
、
周
辺
に
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
や

ひ
と
・
ほ
ん
の
庭 

に
こ
っ
と
、
新
造
形

創
造
館
な
ど
、
文
化
的
施
設
が
集
約
さ

れ
て
い
ま
す
。
新
た
に
「
か
た
り
あ
」

が
加
わ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く
の
人

が
集
い
、
一
体
感
あ
る
文
化
ゾ
ー
ン
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

ホール

中楽屋 3 階ホワイエ リハーサル室

かたりあ
人々が演奏や演劇を楽しみ

その感動を心ゆくまで

語り合えることを願って

磐田市民文化会館
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穏やかな光が差し込む交流ロビー

磐田市民文化会館「かたりあ」

磐田市上新屋 678-1

☎ 0538-37-8550

℻ 0538-37-5056

開放感あふれる交流ロビーの大

部分を占めるコンクリート。そ

のモノトーンの空間の中に、ベ

ンチやテーブルなどに用いられ

ている木材、外からのノースラ

イト（北側から差し込む穏やか

な日の光）がコントラストとな

り、単調な色合いにアクセント

を付け、独特の世界観を作り出

しています。

創造活動室 1 アーティストラウンジ

合計で 1,508 席あるホールは、

圧巻のスケールを誇るだけでな

く、県西部地域においてアクト

シティ浜松の大ホールに次ぐ 2

番目の規模となっています。

また、親子席 (16 席 ) と車い

す席 (8 席 ) が設置されており、

子どもからお年寄りまで、誰も

が安心して鑑賞することができ

ます。

迫力のあるホール

木
の
温
か
さ
に
包
ま
れ
て

　

館
内
の
随
所
に
あ
し
ら
わ
れ
た
木
材

や
木
目
調
の
壁
面
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
無
機
質
な
造
形
と
調
和
し
、
洗
練
さ

と
温
か
さ
が
絡
み
合
っ
た
心
地
良
さ
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。

「
か
た
り
あ
」
の
ロ
ゴ

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、「
語
り
合
う
場
所
」

と
い
う
こ
と
か
ら
吹
き
出
し
が
重
な
り

合
っ
て
い
る
建
物
の
外
観
を
モ
チ
ー
フ

に
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
央

部
に
「
カ
」
の
文
字
を
忍
ば
せ
た
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
い
ま
す
。 
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老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、
建
て
替
え
を
決
断

　

今
之
浦
に
建
設
さ
れ
た
旧
市
民
文
化
会

館
は
、
昭
和
54
年
に
建
設
か
ら
約
40
年
が

経
過
し
て
い
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
本

市
の
文
化
芸
術
の
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
、

多
く
の
人
か
ら
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
施
設
の
老
朽
化
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
へ
の
未
対
応
な
ど
の
課
題
か
ら
、
移

設
に
よ
る
建
て
替
え
を
決
断
す
る
に
至
り

ま
し
た
。

県
西
部
を
代
表
す
る

文
化
ホ
ー
ル
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

　

近
年
、
財
政
面
や
運
営
面
な
ど
か
ら
閉

館
や
規
模
縮
小
に
よ
る
建
て
替
え
が
全
国

的
に
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
本
市
で
は

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
大
規
模
な
コ
ン
サ
ー

ト
や
演
劇
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動

に
対
応
可
能
な
1
5
0
8
席
の
ホ
ー
ル
と

し
な
が
ら
、
ゆ
と
り
あ
る
座
席
と
し
ま
し
た
。

感
じ
て
ほ
し
い
、
音
の
広
が
り
と
残
響

　

扇
型
に
開
い
た
ス
テ
ー
ジ
か
ら
客
席
へ

連
続
性
の
あ
る
多
面
体
形
状
は
、
音
を
拡

散
さ
せ
な
が
ら
豊
か
な
音
の
広
が
り
と
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
な
ど
に
ふ
さ
わ
し
い
残
響

を
生
み
出
し
ま
す
。

ホ
ー
ル
の
顔
、
緞

ど
ん
ち
ょ
う

帳

　

舞
台
と
客
席
を
仕
切
る
緞
帳
。
し
か
し

緞
帳
は
、
開
演
ま
で
の
間
や
幕ま

く

間あ
い

な
ど
、

観
客
の
目
に
長
く
触
れ
る
た
め
印
象
に
残

り
や
す
く
、
会
館
の
「
第
2
の
顔
」
と
し

て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

本
館
の
緞
帳
は
、
美
し
い
海
の
青
、
豊

か
な
自
然
の
緑
、
人
々
の
情
熱
の
赤
な
ど
、

本
市
の
市
章
色
を
メ
イ
ン
に
使
い
、
そ
の

上
に
翼
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ラ
イ
ン
を
重
ね

る
こ
と
で
、
新
し
い
時
代
へ
向
か
っ
て
い

く
羽
ば
た
き
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ラ
イ
ン
の
重
な
り
合
い
は
、
人
々
の
交
流

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
緞
帳
の
製
作
に
は
、
個
人
や
法
人
、

募
金
箱
で
集
ま
っ
た
1
5
6
0
万
7
6
8
2

円
の
寄
付
金
の
一
部
が
充
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

協
力
し
て
く
れ
る
ホ
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

　

文
化
に
携
わ
る
人
の
思
い
、
思
い
や
り

を
継
承
で
き
る
の
は
人
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
会
館
で
培
っ
た
き
た
運
営
手
腕
、
お
も

て
な
し
の
心
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に

ホ
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
も
た
く
さ
ん
集
ま
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

磐
田
の

文
化
を

　

り
が
な
)、
応
募
者
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

　

電
話
番
号
を
記
入

　

※
車
椅
子
で
の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は

　
　

「
内
、
車
椅
子
○
席
希
望
」
と
記
入

○
電
子
申
請

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

　

下
記
2
次
元
コ
ー
ド
か
ら

　

「
開
館
記
念
式
典
申
込
フ
ォ

　

ー
ム
」
で
申
し
込
む

▼
そ
の
他　

7
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
に
参
加

　

の
可
否
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
座
席
の

　

番
号
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん

　
問○
文
化
振
興
課

　

☎
0
5
3
8

-

37

-

8
5
5
0

　

℻
0
5
3
8

-

37

-

５
０
５
６

▼
と
き　

７
月
30
日
㈯

　

開
場　

午
前
10
時
30
分　

開
演　

11
時

▼
と
こ
ろ　

磐
田
市
民
文
化
会
館
(
上
新

　

屋
6
7
8
番
地
１
)

▼
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方

▼
定
員　

 

2
5
0
人
程
度

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
参
加
費　

無
料
(
全
席
指
定
)

　

※
未
就
学
児
の
ご
同
伴
・
ご
入
場
は
ご

　
　

遠
慮
く
だ
さ
い

▼
応
募
方
法　

６
月
1
日
㈬
〜
15
日
㈬
(
は

　

が
き
の
場
合
は
15
日
㈬
必
着
)
ま
で
に

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
応
募
く
だ

　

さ
い

○
往
復
は
が
き

　

参
加
希
望
者
(
2
名
ま
で
)
の
氏
名
(
ふ

開館記念式典参加者募集

継
承
す
る
た
め
に

磐田市文化会館
建設検討委員会会長
を務めていただいた

浅
あさ

羽
ば

 浩
ひろし

さん

　
「

か

た

り

あ

」

の

主

な

魅

力

は
、

約

１
５
０
０
席
の
ホ
ー
ル
が
あ
る
こ
と
で
、
首

都
圏
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
本
物
の
舞
台
芸

術
を
磐
田
市
で
も
鑑
賞
で
き
る
こ
と
で
す
。

こ
の
「
本
物
の
文
化
芸
術
に
身
近
に
触
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
」
が
会
館
の
在
り
方
を
一
緒

に
検
討
し
た
委
員
の
皆
さ
ん
の
一
番
の
思
い

で
し
た
。
こ
の
規
模
の
会
館
は
県
西
部
で
最

大
級
で
あ
り
、
ゆ
と
り
あ
る
座
席
、
広
い
リ

ハ
ー
サ
ル
室
、
多
様
な
利
用
が
可
能
な
創
造

活
動
室
な
ど
、
全
て
が
利
用
す
る
人
の
こ
と

を
考
え
た
施
設
で
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
で
鑑

賞
し
た
こ
と
、
創
造
し
た
こ
と
が
市
民
の
皆

さ
ん
の
豊
か
な
生
活
や
磐
田
市
の
文
化
の
発

展
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
館
が
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ま

た
市
内
外
の
方
々
に
広
く
親
し
ま
れ
、
末
永

く
愛
さ
れ
続
け
、
そ
し
て
愛
称
に
も
あ
る
よ

う
に
感
動
体
験
を
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る

新
し
い
文
化
芸
術
の
拠
点
に
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。



EVENT INFORMATIONEVENT INFORMATION
磐田市民文化会館「かたりあ」で今後開催予定のイベン磐田市民文化会館「かたりあ」で今後開催予定のイベン

トをご紹介します。トをご紹介します。

８月２日㈫
　人間国宝の野村万

まん

作
さく

さんと野村萬
まん

斎
さい

さん、野村裕
ゆう

基
き

さ

ん親子 3 代を迎え、開館を祝う記念公演（こけら落とし）

を行います。

　野村萬斎さんの演目「三
さん

番
ば

叟
そう

」は、日本芸能の真髄と

いうにふさわしい、格式とダイナミックな躍動感を合わ

せ持つ舞です。野村万作さん、野村裕基さんの「二
ふたりばかま

人袴」

は、明るくめでたさのある演目です。どちらも開館を祝

うのにふさわしい舞台となっています。

　今月号の広報クイズでは、記念公演のペアチケットを

3 名様にプレゼントします。応募方法など詳しくは 20

ページの広報クイズをご覧ください。

　日本の伝統芸能である狂言を磐田市で鑑賞できるまた

とないチャンスです。ぜひご応募ください。

東京フィルハーモニー交響楽団
ベートーヴェン交響曲「第九」市民合唱付
本公演に向けて募集した市民合唱団と、首席指揮者の

アンドレア・バッティストーニ氏率いる東京フィルハー

モニー交響楽団、磐田市出身

のソプラノ歌手、中井奈穂さ

ん他3名のソリストを迎えて、

ベートーヴェン作曲交響曲第

9 番『第九』を演奏します。

９/23 10/21

2023 年（令和 5 年）３/21

劇団四季ミュージカル　

『ロボット・イン・ザ・ガーデン』

壊れかけたら、直せばいい。
家族の絆も、ロボットも。

劇団 SPAC
「ペール・ギュント」

壮大な音楽と巧みな

仕掛けの舞台装置。

出演者たちによる大

編成の打楽器演奏が

全編に繰り広げられ

る、宮城聰演出の「祝

祭音楽劇」です。

イギリスの作家デボラ・インストール

によって生まれ世界各国で多くのファ

ンに愛される小説を、劇団四季がオリ

ジナルミュージカルとして舞台化しま

した。あなたもロボットと、心温まる

旅に出かけてみませんか？

各公演の内容やチケットの販売方法など各公演の内容やチケットの販売方法など

詳しくは、 市ホームページ （ページ番号 ：詳しくは、 市ホームページ （ページ番号 ：

1002895） をご覧いただくか、 磐田文化1002895） をご覧いただくか、 磐田文化

振興会 （☎ 0538-37-8551） へお問い振興会 （☎ 0538-37-8551） へお問い

合わせください。合わせください。

ⓒ橋本武彦

ⓒ上野隆文 ⓒ上野隆文
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モニュメントについて

　

終
戦
か
ら
76
年
が
経
過
し
、
市
民
の
多
く
が
「
戦
争
を
知
ら

な
い
世
代
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
や
世
代
を
超
え
て
一
人

ひ
と
り
が
命
の
大
切
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
考
え
、
想
い
を
次
世

代
に
つ
な
い
で
い
く
た
め
の
象
徴
と
し
て
平
和
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
制
作
し
ま
し
た
。

磐
田
平
和
の
灯

と
も
し
び 

問
総
務
課
(
本
庁
舎
3
階
)

　

☎
0
5
3
8

-

37

-

4
8
0
3　

℻
  
0
5
3
8

-

37

-

4
8
2
9

　磐田市新造形創造館の吹きガラス専任講師・作

家の３人がデザイン案を作成し、市内小学６年生

や関係者などの意見を参考にして、熊
くま

倉
くら

愛
あい

さんの

デザインに決定しました。

　白色と黒色が折り重なったガラス製。白色には

「平和を願う人々の気持ち」を、黒色には「戦争

という悲しい過去を忘れない気持ち」が表現され

ています。

　広島市の平和記念公園にある「平和の灯」の火

を市が譲り受け、その灯を制作過程で使用し、平

和の想いを込めた市独自のモニュメントです。

　なお、磐田平和の灯は、本庁舎 1 階市民ホール

で 6 月 30 日㈭まで展示後、中央図書館など各地

区を巡回する予定です。

　平和とは、平和を願う人々の気持ちと戦争とい

う悲しい過去を忘れない気持ちの積み重ねによっ

て保たれていると思います。

　作品は、吹きガラスの性質を利用して何層にも

重ね合わせた炎の形とし、色は赤などではなく、

白（平和を願う人々の気持ち）と黒（戦争の悲し

い過去）にすることによって、見た人が一瞬でも

なぜだろうと立ち止まって、平和と戦争を考える

きっかけになるよう制作しました。

命
の
大
切
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
象
徴

熊
くま

倉
くら

 愛
あい

 さん

新造形創造館 

吹きガラス専任講師・作家

制作者の想い 
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Ｏ
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平
和
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト　
「
磐
田
平
和
の
灯
」

9 2022年（令和4年）5月号

8 月

　

平
和
と
は
み
ん
な
笑
顔
で
何
不
自
由
な
く
毎
日
を
過
ご

せ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し

て
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
く
こ
と
が
平
和
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池 

枝し

穂ほ

理り

（
磐
田
第
一
中
）

　

戦
争
に
つ
い
て
知
る
き
っ
か
け
と
な
る
貴
重
な
経
験
に

な
り
ま
し
た
。
戦
争
は
誰
も
幸
せ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
多
く
の
人
々
に

知
ら
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
田 

杏あ
ず

羽は

（
向
陽
中
）

　

今
は
戦
争
を
知
ら
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
平
和

の
尊
さ
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

幅
広
い
世
代
の
方
が
「
磐
田
平
和
の
灯
」
を
見
て
平
和
に

つ
い
て
考
え
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
渡 

京け
い

杜と

（
神
明
中
）

　

平
和
な
世
の
中
に
し
て
い
く
に
は
、
お
互
い
を
尊
重
し
、

多
様
性
を
認
め
合
え
る
社
会
に
す
る
こ
と
が
大
切
と
思
い

ま
す
。
自
分
自
身
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
平
和
に
つ
な

が
る
行
動
や
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
村 

悠は
る

乃の

（
南
部
中
）

　

こ
の
式
に
参
加
し
、
平
和
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
は

な
く
一
人
一
人
の
努
力
で
守
っ
て
い
る
も
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。
自
分
も
小
さ
な
こ
と
で
も
良
い
か
ら
、
平
和

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒔
田 

舜し
ゅ
ん

介す
け

（
福
田
中
）

　

日
本
は
平
和
な
国
だ
か
ら
こ
そ
平
和
と
は
何
か
を
考

え
、
人
類
の
平
和
実
現
に
向
け
て
進
ん
で
い
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
平
和
と
い
う
幸
せ
を
広
げ
て
い
く
こ
と
、

平
和
を
願
う
想
い
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
原 

孝こ
う

太た

（
竜
洋
中
）

　

当
た
り
前
の
よ
う
に
平
和
な
日
常
を
暮
ら
し
て
い
ま

す
が
、
式
を
通
じ
、
平
和
は
尊
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

戦
争
や
新
型
コ
ロ
ナ
で
困
っ
て
い
る
国
が
少
し
で
も
減

り
、
平
和
な
世
界
に
近
づ
い
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
田 

光ひ
か

里り

（
豊
田
中
）

　

戦
争
を
知
る
人
た
ち
が
少
な
く
な
り
、
今
一
度
、
戦

争
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
尊
い
人
た

ち
の
犠
牲
を
な
か
っ
た
こ
と
に
せ
ず
、
今
の
「
普
通
」

の
あ
り
が
た
さ
を
皆
に
も
実
感
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
里 

葉は

乃の

（
豊
田
南
中
）

除
幕
式
参
加
者
の
平
和
へ
の
想
い 
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
完
成
ま
で 

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
完
成

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕
式

市
内
小
学
６
年
生
へ
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
デ
ザ
イ
ン
案
(
３
案
)

に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
デ
ザ
イ
ン
を
決
定

広
島
平
和
記
念
公
園
で
平
和
の
灯
を
譲
り
受
け
る

灯
を
参
加
者
で
繋
い
だ
後
、
制
作
用
の
炉ろ

へ
火
入
れ

11 月11 月3 月3 月

 

※
中
学
校
名
は
参
加
当
時
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問経済観光課（西庁舎 1 階）☎ 0538-37-4819　ＦＡＸ 0538-37-5013　

企業の採用を応援します！
ページ番号 1010713

1009896

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
促
進
事
業
費
補
助
金

　

市
内
に
お
け
る
若
者
お
よ
び
U
I
J
タ
ー
ン
者
の
就
労
を
促
進
し
、
市
内
中

小
企
業
な
ど
の
人
材
確
保
を
図
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
を

行
う
事
業
者
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
申
請
期
限

令
和
５
年
２
月
28
日
㈫

※
申
請
期
限
ま
で
に
実
施
し
た
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
対
象
で
、
実
施

後
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

▼
対
象
要
件

①
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
事
業
者
・
個
人
事
業
主
ま
た
は

従
業
員
数
が
3
0
0
人
以
下
の
医

療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
で
あ
る

こ
と

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

③
磐
田
市
就
活
専
用
サ
イ
ト
に
採
用

情
報
の
掲
載
ま
た
は
掲
載
予
定
が

あ
り
、
市
内
を
勤
務
地
と
す
る
採

用
を
行
う
こ
と

▼
対
象
経
費

①
大
学
生
な
ど
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
す
る
た
め
に
要
し
た
交

通
費
お
よ
び
宿
泊
費
と
し
て
事
業

者
が
負
担
し
た
経
費

②
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る

た
め
に
要
し
た
事
業
経
費
(
借
上

料
、
消
耗
品
費
、
外
注
費
、
印
刷

製
本
費
、
保
険
料
)

※
②
の
事
業
経
費
の
み
の
申
請
は
で

き
ま
せ
ん

▼
補
助
額

対
象
経
費
の
２
分
の
１
と
し
、
上
限

額
は
次
の
と
お
り

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

【
交
通
費
・
宿
泊
費
】

①
参
加
者
の
居
住
地
が
静
岡
県
内

の
場
合
は
、
１
人
あ
た
り
上
限

5
0
0
0
円

②
参
加
者
の
居
住
地
が
静
岡
県
外
の

場
合
は
、
１
人
あ
た
り
上
限
1
万
円

【
事
業
経
費
】

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
た

め
に
要
す
る
経
費
は
、
年
額
上
限

5
万
円

企
業
採
用
紹
介
動
画
制
作
事
業
費
補
助
金

　

就
職
活
動
に
お
い
て
、
市
内
中
小
企
業
な
ど
の
人
材
確
保
と
大
学
生
な
ど
の

市
内
就
職
を
促
進
す
る
た
め
、
企
業
の
魅
力
や
採
用
に
関
す
る
紹
介
動
画
を
制

作
す
る
事
業
主
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
申
請
期
限

令
和
５
年
２
月
28
日
㈫

※
動
画
の
制
作
は
、
申
請
期
限
ま
で

に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

※
動
画
を
制
作
す
る
前
に
申
請
書
の

提
出
が
必
要
で
す

▼
対
象
要
件

①
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
事
業
者
・
個
人
事
業
主
ま
た
は

従
業
員
数
が
3
0
0
人
以
下
の
医

療
法
人
・
社
会
福
祉
法
人
で
あ
る

こ
と

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

③
磐
田
市
就
活
専
用
サ
イ
ト
に
採
用

情
報
の
掲
載
ま
た
は
掲
載
予
定
が

あ
り
、
市
内
を
勤
務
地
と
す
る
採

用
を
行
う
こ
と

▼
対
象
経
費

①
企
画
、
構
成
、
撮
影
、
編
集
な
ど

の
動
画
制
作
に
要
す
る
委
託
費

②
撮
影
や
編
集
機
材
な
ど
に
係
る
レ

ン
タ
ル
料

※
カ
メ
ラ
・
パ
ソ
コ
ン
類
な
ど
の
購

入
費
用
は
対
象
外

▼
補
助
額

紹
介
動
画
の
制
作
に
要
す
る
経
費
の

２
分
の
１
以
内
(
上
限
10
万
円
)

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

　

各
補
助
金
の
申
し
込
み
な
ど
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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副
業
・
兼
業
人
材
活
用
促
進
事
業
費
補
助

副
業
・
兼
業
人
材
活
用
促
進
事
業
費
補
助
金金

副
業
・
兼
業
人
材
の
有
効
な
活
用
を

問
経
済
観
光
課
（
西
庁
舎
1
階
）　　
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ページ番号 1010648

ページ番号 1010795

磐
田
市
電
子
ク
ー
ポ
ン
活
用
事
業
を
実
施

磐
田
市
電
子
ク
ー
ポ
ン
活
用
事
業
を
実
施

問
経
済
観
光
課
（
西
庁
舎
1
階
）

　
　
　

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
1
9

　
　
　

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

37

－

5
0
1
3

総
額
1
億
円
の
電
子
ク
ー
ポ
ン
券
が
当
た
る

　

市
で
は
市
内
の
中
小
企
業
・

個
人
事
業
主
の
支
援
と
消
費
喚

起
を
目
的
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
を
活
用
し
て
デ
ジ

タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
電
子

ク
ー
ポ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
事

業
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
店
舗
で
千
円
以
上
購
入

す
る
と
電
子
ス
タ
ン
プ
1
つ
獲

得
、
3
つ
の
ス
タ
ン
プ
を
集

め
る
ご
と
に
応
募
が
で
き
ま
す
。

抽
選
を
行
い
市
内
取
扱
店
で
使

用
で
き
る
電
子
ク
ー
ポ
ン
総
額

1
億
円
(
１
回
千
円
を
10
万
回

分
)
が
当
た
り
ま
す
。

※
期
間
内
、
何
度
で
も
応
募
可

　

専
門
的
な
技
術
を
持
つ
人
材
の
活
用
に

よ
り
、
企
業
の
生
産
性
向
上
や
社
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
市
内
中
小
企
業
な
ど

を
支
援
す
る
た
め
、
副
業
・
兼
業
人
材
を

活
用
す
る
事
業
者
に
対
し
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

▼
申
請
期
限
／
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮

▼
対
象
要
件

・
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
事
業

者
・
個
人
事
業
主
ま
た
は
従
業
員
数
が

3
0
0
人
以
下
の
医
療
法
人
・
社
会
福

祉
法
人
で
あ
る
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
静
岡
県
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
戦
略

拠
点
を
利
用
し
副
業
・
兼
業
人
材
や
登

録
人
材
紹
介
会
社
と
契
約
を
結
び
、
取

り
組
み
を
行
う
こ
と

▼
対
象
経
費
／
副
業
・
兼
業
人
材
に
支
払

う
報
酬
、
登
録
人
材
紹
介
会
社
に
支
払

う
手
数
料
ま
た
は
業
務
委
託
料

▼
補
助
額
／
副
業
・
兼
業
人
材
一
人
当
た

り
補
助
対
象
経
費
の
2
分
の
１
以
内
(
上

限
24
万
円
)、
年
度
内
に
2
人
ま
で

副
業
・
兼
業
人
材
活
用
セ
ミ
ナ
ー

in
い
わ
た
の
開
催

▼
と
き
／
６
月
3
日
㈮

▼
と
こ
ろ
／
浜
松
い
わ
た
信
用
金
庫 

磐

田
本
店
6
階 

あ
い
ホ
ー
ル
(
中
泉
1

－

2

－

1
)

▼
対
象
／
副
業
・
兼
業
人
材
活
用
の
詳

細
を
知
り
た
い
ま
た
は
今
後
活
用
を

予
定
し
て
い
る
中
小
企
業
事
業
者

▼
内
容
／
副
業
・
兼
業
人
材
活
用
、
活

用
事
例
紹
介
、
市
補
助
金
説
明
な
ど

に
つ
い
て

▼
申
込
／
電
子
申
請
で
静

岡
県
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
人
材
戦
略
拠
点
へ

▼
問
い
合
わ
せ
／
経
済
観
光
課
ま
た
は

静
岡
県
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材

戦
略
拠
点
(
☎
0
5
4

－

6
5
3

－

1
0
1
5
)
へ

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(
ペ
ー

ジ
番
号
:
1
0
1
0
7
8
9
)
を
ご

覧
く
だ
さ
い

①デジタルスタンプラリー参加イメージ

②電子クーポン利用イメージ

実施期間 7 月 1 日～ 9 月 30 日

実施期間 8 月１日～ 11 月 30 日

お店の方に電子スタ
ンプを押してもらう

　

市
内
に
事
業
所
が
あ
る
中

小
企
業
・
個
人
事
業
主
で
本

事
業
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る

取
扱
店
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

店舗へ来店 商品購入
（1000 円以上）

利用枚数を設定 お店の方に使用
クーポンを提示

完了画面を確認後、
商品購入

店舗にある
二次元コードを読み込む

利用可能店舗で
二次元コードを読み込む

▲電子申請

STAMP



「磐田市消防団応援の店」への登録をお願いします
　「磐田市消防団応援の店」事業は、消防団員やそのご家族

に対して、特典や優遇サービスを提供していただくことで

消防団を応援するとともに、地域の安全に対する関心を高

め、地域防災力強化につなぐ事業のことです。協力事業所

の登録方法など、詳しくは市ホームページをご覧ください。

122022年（令和4年）5月号

ページ番号 1001170

問消防本部警防課（福田支所 3 階）☎ 0538-59-1716　ＦＡＸ 0538-59-1766

磐田市消防団は大切な人、大切な街を守ります

令
和
4
年
度
磐
田
市
消
防
団
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

　

磐
田
市
消
防
団
は
令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
、
門も

ん

奈な

良よ
し

則の
り

団
長
の

も
と
、
総
勢
9
0
9
人
の
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

磐
田
市
消
防
団
は
、「
郷
土
愛
護
の
精
神
を
基
調
と
し
、
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
基
本
理
念
を
強
く
持
ち
、

火
災
だ
け
で
は
な
く
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に
も
対
応

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
常
時
は
、
火
災
予
防
の
啓
発
活
動
や
心

肺
蘇
生
法
、
応
急
手
当
の
指
導
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
防
災
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
幅
広
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
に
入
団
し
一
緒
に
磐
田
市
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

昨
今
、
震
災
や
複
雑
・
多
様
化
す

る
自
然
災
害
に
対
し
、
地
域
防
災
力

強
化
の
重
要
性
は
極
め
て
高
く
、
多

く
の
消
防
団
員
の
力
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

地
域
防
災
の
安
全
安
心
に
貢
献
す

る
消
防
団
は
、
防
火
・
防
災
活
動
だ

令和4年度磐田市消防団組織図

消防団本部
（団長以下26人）

豊岡方面隊
（方面隊長以下123人） 1 ～4分団

磐田原方面隊
（方面隊長以下110人） 1 ～3分団

豊田方面隊
（方面隊長以下151人） 1 ～4分団

見付方面隊
（方面隊長以下128人） 1 ～5分団

中泉方面隊
（方面隊長以下112人） 1 ～4分団

竜洋方面隊
（方面隊長以下128人） 1 ～4分団

福田方面隊
（方面隊長以下115人） 1 ～4分団

女性隊
（女性隊長以下16人）

ラッパ隊

赤バイ隊

磐田市消防団長
門奈　良則

◀磐田市消防団ワッペン
ゴリラは、家族愛が強く仲間を敬う気
持ちが強い動物です。消防団員も同様
に家族、地域を思う気持ちが強いこと
から、ゴリラをモチーフとしたデザイ
ンを団員が考え、作成しました。

▲磐田市消防団本部一同

け
で
は
な
く
、
地
域
の
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
に
お
い
て
、
活
性
化
の
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
活
動
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

職
業
や
世
代
の
方
と
交
流
で
き
ま
す
。

ま
た
、
団
員
同
士
だ
け
で
な
く
、
他

の
団
体
や
地
域
住
民
と
の
良
好
な
関

係
性
が
築
か
れ
、
人
と
人
と
が
つ
な

が
る
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

　

磐
田
市
を
守
る
の
は
あ
な
た
で
す
。

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。

　

消
防
団
に
入
団
し
、
私
た
ち
と
一

緒
に
磐
田
市
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
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調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

問
市
税
課
（
本
庁
舎
1
階
）

　
　
　

☎
0
5
3
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4
8
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令
和
令
和
44
年
度
特
別
職
・
部
局
長
を
紹
介
し
ま
す

年
度
特
別
職
・
部
局
長
を
紹
介
し
ま
す

問
広
報
広
聴
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
（
本
庁
舎
2
階
）

　
　
　

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
2
7

　
　
　

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

32

－

3
9
4
6

安
心
で
き
る
ま
ち
、
人
が
集
ま
る
磐
田
市
を
目
指
し
て

(
前
列 

右
か
ら
)

危
機
管
理
監　
　
　

礒
部  

公
明

企
画
部
長　
　
　
　

真
壁  

宏
昌

病
院
事
業
管
理
者　

鈴
木  

昌
八

副
市
長　
　
　
　
　

高
橋  

由
利
子

市
長　
　
　
　
　
　

草
地  

博
昭

教
育
長　
　
　
　
　

村
松  

啓
至

総
務
部
長　
　
　
　

市
川  

暁

会
計
管
理
者　
　
　

山
内  

秋
人

(
後
列 

右
か
ら
)

経
済
産
業
部
長　
　

鈴
木  

一
洋

環
境
水
道
部
長　
　

匂
坂  

正
勝

自
治
市
民
部
長　
　

鈴
木  

賢
司

こ
ど
も
部
長　
　
　

鈴
木  

壮
一
郎

教
育
部
長　
　
　
　

薗
田  

欣
也

病
院
事
務
部
長　
　

井
下
田  

覚

建
設
部
長　
　
　
　

鈴
木  

政
弘

議
会
事
務
局
長　
　

堀
江  

厚
志

健
康
福
祉
部
長　
　

栗
田  

恵
子

消
防
長　
　
　
　
　

伊
藤  

秀
勝

固
定
資
産
税
の
実
地
調
査
を
実
施

市
職
員
に
よ
る
実
地
調
査

　

市
で
は
、
固
定
資
産
の
適
正
な
評
価
お

よ
び
公
平
な
課
税
を
確
保
す
る
た
め
、
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
実
地
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

市
職
員
が
調
査
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
に
は
、「
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
」

を
携
帯
し
た
職
員
が
伺
い
ま
す

調
査
期
間
／
通
年

対
象
地
域
／
市
内
全
域

調
査
方
法

◦
土
地
・
家
屋

　

道
路
か
ら
の
外
観
調
査
で
す
。
市
内
全

域
を
巡
回
し
な
が
ら
、
土
地
・
家
屋
の
現

況
と
課
税
状
況
に
相
違
が
な
い
か
を
調
査

し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
4
年
１
月
２
日
以
降
に
分

筆
・
合
筆
さ
れ
た
土
地
や
利
用
状
況
に
変

更
が
あ
っ
た
土
地
、
家
屋
の
取
り
壊
し
や

用
途
変
更
な
ど
を
確
認
し
ま
す
。

◦
償
却
資
産

　

申
告
内
容
の
確
認
が
必
要
な
場
合
は
、

事
前
に
連
絡
の
上
訪
問
し
、
国
税
申
告
書

や
決
算
書
、
固
定
資
産
台
帳
な
ど
を
確
認

し
ま
す
。

詳
細
な
実
地
調
査
の
お
願
い

（
土
地
・
家
屋
）

　

道
路
か
ら
見
え
な
い
部
分
や
、
土
地
・

家
屋
の
利
用
状
況
と
課
税
状
況
に
相
違
が

あ
る
場
合
は
、
立
ち
入
り
調
査
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
築
(
増
築
)
家
屋
は
完
成
後
、

事
前
に
連
絡
の
上
、
現
地
に
伺
い
調
査
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
分
の
土
地
の
価
格
に
関
す

る
審
査
申
出
の
特
例
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
に
、
価
格
が
上
昇
し
た
土

地
で
あ
っ
て
も
令
和
２
年
度
の
税
額
に
据

え
置
く
特
別
な
措
置
の
適
用
対
象
と
な
っ

た
土
地
で
は
、
令
和
３
年
度
の
価
格
に
つ

い
て
、
令
和
４
年
７
月
末
ま
で
の
間
に
お

い
て
も
審
査
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
市
税
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。



142022年（令和4年）5月号
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妊
娠
希
望
者
等
へ
の

妊
娠
希
望
者
等
へ
の
風
し
ん
予
防
接
種
費
助
成

風
し
ん
予
防
接
種
費
助
成

問
こ
ど
も
未
来
課
（
i
プ
ラ
ザ
3
階
）
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安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
よ
う
に

　

市
は
、
妊
婦
の
風
し
ん
の
罹り

患か
ん

に
よ
る

胎
児
の
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
を
予
防
す

る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
妊
娠
希
望
者
や

そ
の
同
居
家
族
な
ど
の
う
ち
、
風
し
ん
抗

体
検
査
に
よ
り
抗
体
価
が
低
い
と
診
断
さ

れ
た
方
を
対
象
に
、
風
し
ん
お
よ
び
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
の

助
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

▼
対
象
者

①
市
内
在
住
の
方

②
風
し
ん
抗
体
検
査
に
よ
り
、
抗
体
価
が

低
く
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
必
要
で
あ
る

と
診
断
さ
れ
た
人

右
の
２
つ
の
条
件
を
満
た
し
、
か
つ
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女
性
お
よ
び
そ

の
同
居
者

②
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
同
居
者
な
ど

▼
助
成
金
額

風
し
ん
お
よ
び
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
を
全
額
助
成

産
後
ケ
ア
事
業

産
後
ケ
ア
事
業
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

出
産
後
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

問
こ
ど
も
未
来
課
（
i
プ
ラ
ザ
3
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

2
0
1
2

ＦＡＸ
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5
3
8

－

37

－
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6
3
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▼
助
成
回
数

　

１
人
に
つ
き
１
回
限
り

▼
助
成
方
法

検
査
か
ら
助
成
金
交
付
ま
で
の
流
れ

①
抗
体
検
査
を
受
け
る
(
抗
体
価
が
低
い

と
判
定
さ
れ
る
)

　

※
風
し
ん
抗
体
検
査
事
業
は
静
岡
県
が

無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す

②
予
防
接
種
を
受
け
る

③
こ
ど
も
未
来
課
へ
申
請
書
類
一
式
を
提

出
す
る

　

・
予
防
接
種
を
受
け
た
医
療
機
関
が

　
　

発
行
し
た
領
収
書

　

・
抗
体
検
査
結
果
が
分
か
る
書
類

　

・
振
込
先
口
座
を
確
認
で
き
る
も
の

　

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
(
運
転

　
　

免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　

な
ど
)

④
市
か
ら
助
成
金
が
口
座
へ
支
払
わ
れ
る

▼
費
用

　

利
用
料
金
の
２
割
(
利
用
料
金
は
施
設

ご
と
に
異
な
り
ま
す
)

※
非
課
税
世
帯
・
生
活
保
護
世
帯
は
無
料

※
多
胎
児
の
場
合
、
２
人
目
以
降
の
料
金

は
無
料

▼
利
用
で
き
る
施
設

・
磐
田
市
立
総
合
病
院　

・
和
助
産
院　

・
あ
ん
ず
ク
リ
ニ
ッ
ク
産
婦
人
科

・
よ
こ
さ
わ
助
産
院　

・
聖
隷
浜
松
病
院

・
か
ば
記
念
病
院

　

出
産
さ
れ
た
お
母
さ
ん
が
安
心
し
て
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
、
助
産
師
な
ど
の
看

護
職
が
心
身
の
ケ
ア
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
い

ま
す
。

　

利
用
に
か
か
る
費
用
の
８
割
を
市
が
補

助
し
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事

前
に
こ
ど
も
未
来
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

磐
田
市
に
住
民
票
が
あ
る
出
産
後
1
年
未

満
の
母
と
子
で
、
次
に
該
当
す
る
方

①
産
後
に
心
身
の
不
調
や
育
児
不
安
が
あ

る
方

②
母
子
と
も
に
医
療
行
為
が
必
要
な
い
方

▼
内
容

・
お
母
さ
ん
へ
の
心
身
ケ
ア

お
母
さ
ん
の
体
調
管
理
、
不
安
な
気
持

ち
へ
の
支
援
、
授
乳
指
導
と
乳
房
ケ
ア

(
乳
房
マ
ッ
サ
ー
ジ
含
む
)
な
ど

・
育
児
の
サ
ポ
ー
ト

赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
の
仕
方
や
育
児
相

談
・
支
援
な
ど

ページ番号 1008504

利用方法 利用上限

訪問型 助産師などが

自宅に訪問 訪問型・通

所型合わせ

て４回まで通所型 施設に通所

宿泊型 施設に宿泊 ７日まで

下記のプランをご利用いただけます

提
出
書
類

※今年度から通所型、宿泊型を追加

　しました
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児
童
手
当
の
制
度
変
更
に
つ
い
て

児
童
手
当
の
制
度
変
更
に
つ
い
て

ページ番号 1001779

問
こ
ど
も
未
来
課
（
i
プ
ラ
ザ
3
階
）
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令
和
４
年
度
か
ら
一
部
制
度
が
変
わ
り
ま
す

【
改
正
点
①
】

現
況
届
の
提
出
が
原
則
「
不
要
」
に
な

り
ま
す

　

現
況
届
は
、
毎
年
6
月
1
日
の
状
況
を

把
握
し
(
前
年
の
所
得
、
児
童
の
養
育
状

況
な
ど
)、
6
月
分
以
降
の
児
童
手
当
な
ど

の
支
給
の
可
否
を
審
査
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
全
て
の
方
に
現
況
届
の

提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

4
年
度
か
ら
原
則
「
不
要
」
と
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
引
き
続

き
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

・
離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
さ
れ
て
い

る
方

・
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
な
ど
に
よ
り
、
住
民

票
の
住
所
地
が
実
態
と
異
な
る
方

・
児
童
の
戸
籍
や
住
民
票
が
な
い
方

・
法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
、
施
設
な
ど

の
受
給
者
の
方

・
そ
の
他
、
市
か
ら
提
出
の
案
内
な
ど
が

あ
っ
た
方

【
改
正
点
②
】

令
和
４
年
10
月
支
給
（
令
和
４
年
６
月

分
）
か
ら
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す

⑴
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、
児
童

手
当
は
特
例
給
付
(
１
人
当
た
り
月
額

5
0
0
0
円
)
に
な
り
ま
す

⑵
所
得
上
限
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、
児
童

手
当
・
特
例
給
付
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

扶養親族等
の数

所得額

⑴所得制限
　限度額

⑵所得上限
　限度額

０人 ６２２万円 　８５８万円

１人 ６６０万円 　８９６万円

２人 ６９８万円 　９３４万円

３人 ７３６万円 　９７２万円

４人 ７７４万円 １０１０万円

５人 ８１２万円 １０４８万円

私
た
ち
は

私
た
ち
は
「「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」」
で
す
で
す

地
域
の
声
を
お
聴
き
し
ま
す

問
高
齢
者
支
援
課
（
i
プ
ラ
ザ
3
階
）

　
　
　

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
3
1

　
　
　

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

37

－

6
4
9
5

　

市
は
、
磐
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
し
て
、
市
全
域
と
地
区
ご
と
に
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
地
域
の
支
え
合

い
推
進
員
)
を
配
置
し
、
地
域
の
担
い
手

育
成
や
交
流
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

　

地
域
の
様
々
な
福
祉
活
動
の
場
を
訪
問

し
、
地
域
の
声
を
聴
く
こ
と
で
地
域
資
源
・

地
域
課
題
を
把
握
し
福
祉
活
動
に
活
か
し

ま
す
。

　

「
暮
ら
し
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご

と
を
誰
か
に
相
談
し
た
い
」「
地
域
活
動
の

悩
み
を
解
決
し
た
い
」「
誰
か
の
た
め
に
役

立
ち
た
い
」「
何
か
や
っ
て
み
た
い
」
な
ど

の
声
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

福
祉
活
動
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

磐
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

(
i
プ
ラ
ザ
1
階
)

☎
37-

9
6
1
7　

℻  
37-

4
8
6
6

林
はやし

 雅
まさ

之
ゆき

岩田・大藤
磯
いそ

部
べ

 直
なお

志
し

井通・青城
宮
みや

司
じ

恵
めぐみ

向笠
大
おお

杉
すぎ

 昌
まさ

弘
ひろ

西貝・田原
乘
のり

松
まつ

 悦
えつ

代
よ

御厨・南御厨

打
うち

桐
ぎり

 清
きよ

乃
の

竜洋

干
ほし

場
ば

 翔
しょう

平
へい

豊岡

上
うえ

原
はら

 あゆみ
福田

小
お

栗
ぐり

 伸
のぶ

介
よし

豊田東・富岡・池田

守
もり

谷
や

 充
みつ

子
こ

市内全域
山
やま

田
だ

 佳
か

名
な

子
こ

見付・今之浦
髙
たか

木
ぎ

 あおい
長野・南

村
むら

松
まつ

 勇
ゆう

吾
ご

中泉
宮
みや

城
ぎ

 駿
しゅん

市内全域
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市外局番「0538」の
表記は省略しています

※掲載内容は4月27日時点の情報です

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、記載内容が変更になることがあります

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

受
給
者
証
の
更
新

　

現
在
の
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
6
月

30
日
㈭
で
す
。
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
に

は
更
新
案
内
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。
更
新
手

続
き
は
必
要
書
類
を
郵
送
で
こ
ど
も
未
来
課

(
〒
4
3
8

－

0
0
7
7　

国
府
台
57

－

7　

i
プ
ラ
ザ
３
階
)
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
ひ
と
り
親
で
受
給
者
証
を
お
持
ち

で
な
い
方
も
、
世
帯
全
員
の
令
和
３
年
分
所

得
税
が
非
課
税
の
方
や
、
所
得
税
が
課
税
さ

れ
て
い
て
も
扶
養
控
除
見
直
し
前
の
計
算
を

し
た
結
果
、
受
給
対
象
者
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
6
月
中
旬
以
降
に
こ
ど
も
未

来
課
へ
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問○
こ
ど
も
未
来
課
☎
37

－

4
8
9
6

　
　
　
　
　
　
　

℻
37

－

4
6
3
1

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
1
7
6
7

６
月
は
児
童
手
当
支
給
の
月

▼
支
給
日
／
６
月
10
日
㈮　

▼
支
給
該
当
月
／

２
月
〜
５
月
分　

▼
支
給
方
法
／
指
定
口
座

へ
振
り
込
み
(
支
給
日
の
午
後
４
時
以
降
に

入
金
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
)

問○
こ
ど
も
未
来
課
☎
37

－

4
8
9
6

　
　
　
　
　
　
　

℻
37

－

4
6
3
1

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
1
7
7
9

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特

別
給
付
金
の
申
請
は
お
早
め
に

　

広
報
い
わ
た
2
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

家
計
急
変
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
(
１

世
帯
あ
た
り
10
万
円
給
付
)
の
申
請
が
お
済

み
で
な
い
方
、
給
付
金
の
対
象
と
な
る
か
確

認
し
た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
臨
時
特
別
給
付
金
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
(
☎
31

－

5
2
0
1
)
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
給
付
金
の
申
請
期
限
や
申
請
方
法

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問○
福
祉
課
☎
31

－

5
2
0
1

　
　
　
　
　

(
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
)

　
　
　
　

℻
36

－

1
6
3
5

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
1
0
2
5
8

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
通
知

　

本
年
度
の
医
療
費
通
知
の
発
送
予
定
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

医
療
費
通
知
は
、
医
療
費
の
総
額
な
ど
を

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
健
康
管
理
に
役
立
て
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
医
療
費
控
除
に
必
要
な
方
は

大
切
に
保
管
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問○
国
保
年
金
課
☎
37

－

4
8
3
3

　
　
　
　
　
　

℻
37

－

4
7
2
3

令
和
4
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
住
民
税
の

改
正

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
特
例
の
延
長

　

住
宅
ロ
ー
ン
の
控
除
期
間
が
13
年
間
と
な

る
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
一
定
の
期
間
(
新
築

の
場
合
は
令
和
2
年
10
月
1
日
〜
令
和
3
年

9
月
30
日
。
分
譲
住
宅
な
ど
は
令
和
2
年
12

月
1
日
〜
令
和
3
年
11
月
30
日
)
に
契
約
し
た

場
合
の
入
居
期
限
が
令
和
4
年
12
月
ま
で
に

延
長
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
延
長
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
、

合
計
所
得
金
額
が
1
千
万
円
以
下
の
者
が
取

得
し
た
床
面
積
が
40
㎡
以
上
50
㎡
未
満
で
あ

る
住
宅
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
所
得
税
か
ら

控
除
し
き
れ
な
い
額
を
控
除
限
度
額
の
範
囲

内
で
住
民
税
か
ら
控
除
し
ま
す
。

退
職
所
得
課
税
の
適
正
化

　

勤
続
年
数
5
年
以
下
の
法
人
役
員
等
以
外

の
退
職
金
に
つ
い
て
、
退
職
所
得
控
除
額
を

控
除
し
た
残
額
の
う
ち
３
０
０
万
円
を
超
え

る
部
分
は
、
退
職
所
得
の
金
額
を
計
算
上
2

分
の
1
と
す
る
措
置
の
適
用
か
ら
除
外
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
見
直
し

　

適
用
期
限
が
５
年
延
長
さ
れ
、
令
和
8
年

12
月
31
日
ま
で
適
用
と
な
り
ま
す
。
対
象
と

な
る
医
薬
品
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
重
点

化
し
、
手
続
き
の
簡
素
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

※
令
和
5
年
度
以
後
の
住
民
税
(
令
和
4
年
分

以
後
の
所
得
税
)
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す

問○
市
税
課
☎
37

－

4
8
2
6

　
　
　
　

℻
33

－

7
7
1
5

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
1
0
3
2
8

6
月
5
日
㈰
は
環
境
美
化
統
一
行
動
の
日

　

市
で
は
毎
年
6
月
の
第
1
日
曜
日
を
「
環
境

美
化
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
に
行
う

統
一
行
動
は
、
ポ
イ
捨
て
ご
み
な
ど
の
回
収

を
市
民
、
事
業
所
、
団
体
の
皆
さ
ん
と
市
が
協

働
で
行
い
、
ポ
イ
捨
て
・
不
法
投
棄
を
し
な

い
人
づ
く
り
、
投
棄
し
に
く
い
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
、
市
内
を
よ
り
美
し
く
住
み
や
す

い
ま
ち
に
し
て
い
こ
う
と
行
う
も
の
で
す
。

▼
と
き
／
6
月
5
日
㈰　

▼
そ
の
他
／
開
始
時

間
、
集
合
場
所
、
活
動
内
容
は
各
地
区
に
よ
っ

▲ホーム
ページ

回

予
定
送
付
月
（
診
療
年
月
）

１
回
目

８
月
上
旬

(
令
和
4
年
1
〜
2
月
分
)

2
回
目

9
月
上
旬

(
令
和
4
年
3
〜
4
月
分
)

3
回
目

10
月
上
旬

(
令
和
4
年
5
〜
6
月
分
)

4
回
目

12
月
上
旬

(
令
和
4
年
7
〜
8
月
分
)

５
回
目

来
年
1
月
上
旬

(
令
和
4
年
9
〜
10
月
分
)

6
回
目

来
年
3
月
上
旬

(
令
和
4
年
11
〜
12
月
分
)

お
知
ら
せ
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掲
げ
る
者
に
準
ず
る
と
認
め
る
者　

▼
申
込

／
6
月
20
日
㈪
〜
29
日
㈬
に
人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む　

▼
試
験
日
／
第
１
次

試
験
:
9
月
４
日
㈰　

第
２
次
試
験
:
10
月

12
日
㈬
〜
21
日
㈮
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
指
定

す
る
日

問○
磐
田
税
務
署
総
務
課
☎
32

－

6
1
1
1

　

(
音
声
案
内
「
2
」
を
選
択
)

救
護
用
倉
庫
お
よ
び
災
害
救
護
車
を
配
備

　

令
和
3
年
度
に
日
本
赤
十
字
社
静
岡
県
支

部
か
ら
、
救
護
用
倉
庫
お
よ
び
災
害
救
護
車

が
i
プ
ラ
ザ
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
赤

十
字
社
静
岡
県
支
部
で
は
、
災
害
救
護
活
動

て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
住
ま
い
の
自

治
会
回
覧
物
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

問○
環
境
課
☎
37

－

2
7
0
2

　
　
　
　

℻
37

－

5
5
6
5

農
用
地
除
外
の
申
出
書
類
受
付

　

農
用
地
区
域
(
青
地
)
に
指
定
さ
れ
て
い

る
農
地
に
分
家
住
宅
な
ど
を
建
築
す
る
場
合

は
、
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
が
必
要
で
す
。

　

申
し
出
は
、
農
用
地
利
用
計
画
変
更
要
件

を
満
た
す
も
の
で
な
け
れ
ば
受
け
付
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
申
出
書
作
成
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
事
前
の
相
談
は
お
早
め
に
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
申
し
出
は
他
の
法
令
(
都
市

計
画
法
・
農
地
法
な
ど
)
と
の
調
整
可
能
な

も
の
に
限
り
ま
す
。

▼
書
類
配
布
／
5
月
31
日
㈫
ま
で
(
必
ず
事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
)　

▼
受
付
期
間
／

６
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭　

▼
と
こ
ろ
／
農
林
水

産
課
(
西
庁
舎
１
階
)

問○
農
林
水
産
課
☎
37

－

4
8
1
3

　
　
　
　
　
　

℻
37

－

1
1
8
4

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
2
2
7
2

税
務
職
員
（
高
校
卒
業
程
度
）
採
用
試
験

▼
受
験
資
格
／
①
令
和
4
年
4
月
１
日
に
お

い
て
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を

経
過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び
令
和
5
年
3
月

ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者　

②
人
事
院
が
①
に

の
充
実
と
赤
十
字
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図

り
、
災
害
発
生
時
に
迅
速
な
救
護
活
動
が
行

え
る
よ
う
、
赤
十
字
の
窓
口
と
な
る
県
下
市

町
に
救
護
用
倉
庫
お
よ
び
災
害
救
護
車
の
配

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

配
備
を
受
け
た
救
護
用
倉
庫
お
よ
び
災
害

救
護
車
は
、
万
一
の
災
害
に
備
え
た
備
品
の

確
保
、
被
災
を
受
け
た
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
活

動
の
他
、
日
頃
の
防
災
活
動
、
各
支
所
と
の

事
務
連
絡
、
保
健
福
祉
活
動
な
ど
に
活
用
し

て
い
く
予
定
で
す
。

問○
福
祉
課
☎
37

－

4
8
1
4

　
　
　
　

℻
36

－

1
6
3
5

市
立
総
合
病
院　

職
員
を
募
集

▼
採
用
職
種
／
事
務
職
員　

▼
受
験
資
格
／
昭

和
52
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方　

▼

募
集
人
数
／
1
人　

▼
採
用
日
／
令
和
4
年

8
月
１
日
以
降
任
意
の
日　

▼
募
集
期
間
／

6
月
15
日
㈬
ま
で　

▼
そ
の
他
／
応
募
条
件
、

応
募
書
類
な
ど
詳
し
く
は
、
市
立
総
合
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問○
病
院
総
務
課
☎
38

－

5
0
3
2

          　
　

  

℻
38

－

5
0
5
0

とき ところ 受付時間

 6 月  ３日㈮

健康福祉会館（リフレ U）  9:00 ～  9:50

新田児童遊園 10:30 ～ 11:20

昭和公民館 13:30 ～ 14:20

本田公民館 15:00 ～ 15:50

 6 月  ７日㈫

福田支所  9:00 ～ 11:50

石田公民館 14:00 ～ 14:50

東小島公民館 15:30 ～ 15:50

 6 月  ９日㈭

大島公民館 9:00 ～ 9:50

１番組公民館 10:30 ～ 11:20

福田南交流センター 13:30 ～ 14:20

屋内スポーツセンター　

東側駐車場
15:00 ～ 15:50

 6 月 14 日㈫
福田支所 9:30 ～ 11:20

豊浜交流センター 13:30 ～ 14:50

 6 月 15 日㈬
雁代公民館 14:00 ～ 14:50

豊浜中野公民館 15:30 ～ 16:20

 6 月 16 日㈭
蛭池公民館  14:00 ～ 14:20

大原公民館 15:00 ～ 15:50

 6 月 21 日㈫

六社神社 9:00 ～ 11:50

11 番組公民館

（新町公民館）
14:00 ～ 15:20

▶対象／市内在住の本年度40歳以上になる方　▶受診
費用／結核健診・肺がん検診（胸部レントゲン撮影）：無料、

喀
かく

痰
たん

検査希望者：700円（受診日当日の年齢が75歳以

上 の 方 は500円 ）、大腸がん検診（ 検便 ）：500円　

▶申込方法／初めて受診する方：検診日の３日前までに、

電話またはFAXで健康増進課へ（FAXの場合は、氏名、

生年月日、住所、電話番号を記載）、令和3年度に受診した
方：受診票をお送りしますので希望日に直接会場へお越

しください

問○健康増進課☎37-2011　℻35-4586

結核健診・肺がん検診、大腸がん検診（福田地区）

募
集



182022年（令和4年）5月号※掲載内容は4月27日時点の情報です

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、記載内容が変更になることがあります

学
生
の
投
票
事
務
従
事
者
・
期
日
前
投
票

立
会
人
を
募
集

▼
対
象
／
市
内
在
住
・
在
学
の
18
歳
以
上
の

大
学
生
ま
た
は
専
門
学
校
生　

▼
内
容
／
令

和
４
年
度
執
行
予
定
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
(
7
月
頃
)
の
投
票
事
務
従
事
者
と
期
日
前

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

投
票
事
務
従
事
者

▼
と
き
／
投
票
日
前
日
準
備
(
土
曜
日
)
約
2

時
間
、
投
票
事
務
(
日
曜
日
)
午
前
6
時
30
分

〜
午
後
9
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
内
の
投
票
所　

▼
謝
礼
／
１
回
に
つ
き
1
万
6
0
0
0
円

(
手
取
額
、
前
日
準
備
・
事
前
説
明
会
を

含
む
)、
食
事
代
な
し
、
交
通
費
な
し

期
日
前
投
票
立
会
人

▼
と
き
／
期
日
前
投
票
期
間
の
う
ち
数
日

(
Ａ
:
午
前
8
時
15
分
〜
午
後
2
時
15
分
、

Ｂ
:
午
後
2
時
〜
8
時
の
い
ず
れ
か
)　

▼
と

こ
ろ
／
市
役
所
期
日
前
投
票
所　

▼
謝
礼
／
１

回
に
つ
き
5
8
0
0
円
(
手
取
額
)、
食

事
代
込
、
交
通
費
な
し

▼
申
込
／
６
月
10
日
㈮
ま
で
に
登
録
申
込
書

(
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
)
に
学
生
証
を
添
え
て
直
接
ま
た
は
郵
送

で
磐
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
(
〒
4
3
8

－

8
6
5
0　

国
府
台
3

－

1　

本
庁
舎
3
階

総
務
課
)
へ

問○
磐
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
37

－
4
8
0
3　

℻
37

－

４
８
２
９

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
6
1
2
5

磐
田
の
未
来
を
語
る
会
～
市
長
と
市
民
の

対
話
の
場
～
参
加
者
を
募
集

▼
と
き
／
①
7
月
13
日
㈬　

午
後
7
時
〜
8

時
30
分 

②
7
月
24
日
㈰　

午
前
10
時
30
分
〜

正
午 

③
8
月
4
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
〜
3

時　

▼
と
こ
ろ
／
①
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

②
ひ

と･

ほ
ん
の
庭　

に
こ
っ
と　

③
豊
岡
中
央

交
流
セ
ン
タ
ー　

▼
対
象
／
中
学
生
以
上
で

市
内
在
住･

在
勤･

在
学
の
方　

▼
内
容
／
市

長
と
市
民
の
皆
さ
ん
が
「
安
心
で
き
る
ま
ち
、

人
が
集
ま
る
磐
田
市
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ

に
意
見
交
換
を
行
い
ま
す　

▼
定
員
／
各
回

10
人
(
選
考
お
よ
び
抽
選
に
よ
り
決
定
)　

▼

申
込
／
6
月
17
日
㈮
ま
で
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
の
上
、
郵
送
ま
た
は
電
子
申
請
で

秘
書
課
(
〒
4
3
8

－

8
6
5
0

　

国
府
台

3

－

1
)
へ　

※
応
募
用
紙
の
取
り
寄
せ
が
必

要
な
場
合
は
電
話
で
秘
書
課
へ

問○
秘
書
課
☎
37

－

4
8
0
1

　
　
　
　

℻
37

－

4
8
2
9

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
9
8
6
2

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
就
職
相
談
面
接
会

▼
と
き
／
6
月
４
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

2
時　

▼
と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田　

▼
対

象
／
パ
ー
ト
勤
務
希
望
の
方　

▼
内
容
／
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
っ
た
働
き
方
が
選
べ
る
会

社
と
出
会
え
る
仕
事
相
談
会
で
す
。
採
用
担

当
者
と
直
接
話
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
出
張

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
就
職
に
役
立
つ
無
料
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
同
時
開
催
し
ま
す
。
シ
ニ
ア

世
代
歓
迎
求
人
も
あ
り
ま
す　

▼
定
員
／
60

人　

▼
参
加
企
業
／
17
社　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
履
歴
書
(
無
く
て
も
可
)、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
受
付
票
(
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
登
録

済
み
の
方
)　

▼
申
込
／
不
要
。
当
日
、
直

接
会
場
へ　

▼
そ
の
他
／
託
児
コ
ー
ナ
ー
あ
り

(
要
予
約
)。
詳
し
く
は
ワ
ー

ク
ピ
ア
磐
田
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い

問○
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田
☎
36

－

８
３
８
１

 

　
　
　
　
　
　
　
　

℻
36

－

８
３
８
３

第
23
回
静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

練
習
会　

▼
と
き
／
6
月
4
日
㈯　

午
後
6
時
30
分
〜

8
時
(
説
明
会
お
よ
び
練
習
会　

※
受
付
は

午
後
6
時
)、
6
月
〜
12
月
(
大
会
前
ま

で
)
は
午
後
7
時
〜
8
時
30
分　

▼
と
こ
ろ

／
陸
上
競
技
場
(
か
ぶ
と
塚
公
園
内
)　

▼

対
象
／
小
学
5
年
生
〜
一
般
の
方　

▼
内
容

／
12
月
3
日
㈯
に
開
催
さ
れ
る
「
第
23
回
静

岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」
に
向
け
た

磐
田
市
チ
ー
ム
の
練
習
会　

▼
申
込
／
不
要
。

運
動
が
で
き
る
服
装
で
初
回
練
習
会
へ　

▼

そ
の
他
／
マ
ス
ク
着
用
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

選
考
記
録
会
を
8
月
〜
10
月
に
計
4
回
実
施

予
定

問○
磐
田
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
☎
33

－

3
4
4
3

          　
　

  　
　
　
　

℻
37

－

0
4
5
6

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
8
3
1
8

催
し

▲ホーム
　ページ

市営住宅の入居者募集

▼受付期間／６月６日㈪ ～ 10

日㈮　 ▼申込／建築住宅課（西

庁舎 2 階）へ　 ▼その他／応

募資格や提出書類、提出方法

など、詳しくは建築住宅課へ

問建築住宅課☎ 37-4851

　　　　　　℻ 33-2050

ページ番号：1001506

募集団地 部屋タイプ 戸数 世帯人数

北野団地 3ＬDK 3 3人以上

二番町団地 3DK 1 2人以上

竜洋豊岡団地 3ＬDK 1
3人以上

※車いす対応

東大久保団地 3DK 1 2人以上

再開発住宅 3ＬDK 2 3人以上



19 2022年（令和4年）5月号

綿
の
産
地
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す

▼
と
き
／
6
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

4
時　

▼
と
こ
ろ
／
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田　

▼
内

容
／
遠
州
織
物
(
別
珍
・
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
な
ど
)

の
生
地
や
製
品
の
販
売
、
ひ
も
作
り
・
手
織

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど　

▼
出
展
者
／
コ
ー

デ
ュ
ロ
イ
ハ
ウ
ス
(
天
龍
社
織
物
工
業
協
同
組

合
)
な
ど
約
12
店　

▼
申
込
／
不
要
。
当
日
、

直
接
会
場
へ

問○
静
岡
県
繊
維
協
会

　

☎
０
５
３

－

４
５
６

－

７
２
２
２

　

℻
０
５
３

－

４
５
６

－

７
２
２
８

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
6
9
3
9

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

▼
と
き
／
6
月
18
日
㈯
、
７
月
16
日
㈯　

午

前
9
時
〜
11
時　

▼
と
こ
ろ
／
消
防
署
3
階
大

会
議
室　

▼
対
象
／
中
学
生
以
上
で
市
内
在

住
の
方　

▼
内
容
／
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
(
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
、
異
物
除
去
法
、
止

血
法
)
※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
事
前
学
習
が
必
要　

▼
定
員
／
先
着
10
人
程
度　

▼
受
講
料
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
の
受
講
証
明
書　

▼
申
込
／
講
習

会
3
日
前
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
警
防

課
救
急
企
画
室
(
消
防
署
)
へ　

問○
警
防
課
☎
36

－
9
9
1
9

　
　
　
　

℻
36

－

0
9
5
1

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
0
1
1
6
7

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▼
と
き
／
6
月
23
日
・
30
日
、
7
月
7
日
・
14

日
の
木
曜
日　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

▼

と
こ
ろ
／
中
央
図
書
館
2
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル　

▼
対
象
／
幼
稚
園
、
保
育
園
や
小
学
校
な
ど

で
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
さ
れ

る
方　

▼
内
容
／
本
の
持
ち
方
、
読
み
方
、

選
び
方
、
心
構
え
な
ど
基
本
的
な
知
識
を
学

び
ま
す　

▼
講
師
／
図
書
館
職
員　

▼
定
員
／

先
着
20
人
(
4
回
と
も
参
加
で
き
る
方
)　

▼

参
加
費
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具　

▼

申
込
／
5
月
26
日
㈭
午
前
9
時
か
ら
直
接
ま

た
は
電
話
で
中
央
図
書
館
へ

問○
中
央
図
書
館
☎
32

－
5
2
5
4

　
　
　
　
　
　

℻
32

－

5
1
5
4

い
わ
た
・
ふ
く
ろ
い

夏
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア

　

磐
田
・
袋
井
地
域
の
企
業
約
30
社
が
集
結

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
夏
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
前
に
地
元
の
優
良
企
業
を
紹
介
す
る
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
企
業
な
ど
の
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
６
月
25
日
㈯　

午
後
1
時
〜
４
時

30
分　

▼
対
象
／
2
0
2
4
年
３
月
以
降
卒

業
予
定
の
学
生
(
大
学
院
・
大
学
・
短
大
・

高
専
・
専
門
学
校
な
ど
)　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込

／
事
前
に
専
用
サ
イ
ト
か

ら
申
し
込
み

問○
経
済
観
光
課
☎
37

－

4
8
1
9

　
　
　
　
　
　

℻
37

－

5
0
1
3

ペ
ー
ジ
番
号
:
1
0
1
0
5
2
1

発
達
支
援
講
演
会　

▼
と
き
／
７
月
２
日
㈯　

午
後
２
時
〜
4
時　

▼
と
こ
ろ
／
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
ゆ
や
ホ
ー
ル　

▼
対
象
／
発
達
支
援
を
要
す
る
子
を
も
つ
保

護
者
、
関
係
事
業
所
職
員
、
保
育
・
教
育

関
係
者　

▼
内
容
／
発
達
支
援
を
要
す
る
子

へ
の
本
人
説
明
や
家
族
の
理
解
、
情
報
モ
ラ

ル
に
つ
い
て
。
対
応
方
法
を
学
び
な
が
ら
、

家
族
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
機
会
に
し
ま
せ

ん
か　

▼
講
師
／
静
岡
大
学
教
育
学
部　

教

授　

香こ
う

野の

毅
た
け
し

氏　

▼
定
員
／
先
着
１
６
０
人　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
６
月
24
日
㈮
ま

で
に
電
子
申
請
で
こ
ど
も
未
来
課
へ　

▼
そ
の

他
／
託
児
あ
り
(
先
着
10
人
)　

※
希
望
の
方

は
電
子
申
請
で
こ
ど
も
未
来
課
へ

問○
こ
ど
も
未
来
課
☎
37

－

2
7
6
1

　
　
　
　
　
　
　

℻
37

－

4
6
3
1

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
１
０
7
3
3

親
力
で
決
ま
る
子
ど
も
の
将
来

▼
と
き
／
７
月
９
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ
／
磐
周
教
育
研
究
所
(
国
府
台

４
８
９

－

１
)　

▼
内
容
／
親
が
楽
に
楽
し
く

子
育
て
を
す
る
方
法
と
し
て
、
親
の
気
持
ち

の
持
ち
方
や
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
取
り
方
、
子
ど
も
を
伸
ば
す
秘
訣
な
ど
、

具
体
的
な
提
案
を
し
ま
す　

▼
定
員
／
先
着
50

人　

▼
参
加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
７
月
７
日

㈭
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か
西
部
事
務
所
へ

問○
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
し
ず
お
か

　

西
部
事
務
所

　

☎
０
５
３

－

４
６
６

－

６
３
０
７

　

℻
０
５
３

－

４
６
６

－

６
２
７
３

ひ
き
こ
も
り
講
演
会

▼
と
き
／
７
月
９
日
㈯　

午
後
1
時
〜
４
時　

▼
と
こ
ろ
／
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田
多
目
的
ホ
ー
ル　

▼
対
象
／
ひ
き
こ
も
り
に
関
心
の
あ
る
方　

▼

内
容
／
ひ
き
こ
も
り
と
は
何
な
の
か
、
基
本

か
ら
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
ま
す　

▼
参

加
費
／
無
料　

▼
申
込
／
７

月
１
日
㈮
ま
で
に
電
子
申
請

ま
た
は
参
加
申
込
書(

市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可)

に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
、
F
A
X
で
こ

ど
も
・
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー
(
i
プ
ラ
ザ
3
階
)

へ　

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問○
こ
ど
も
・
若
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
37

－

2
0
1
8　

℻
37

－

2
8
1
2

ペ
ー
ジ
番
号
:
１
０
１
０
７
９
３

▲電子申請
　（託児）

▲専用サイト

▲電子申請
　（講演会）

▲電子申請
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園児から大人まで一緒に空手を楽し

みませんか。申し込みなど詳しくは、

修空会・加藤(☎080-4300-4192

・Eメールshuukukai_iwata@yah

oo.co.jp）へ

剣道を始めてみませんか？
毎週水・土曜日、午後6時30分～８

時20分、磐田剣道連盟道場で。対

象は園児～大人。礼儀、姿勢、集中

力が身に付きます。ぜひ一度体験、

見学にお越しください　問○磐田剣道

連盟造
ぞう

士
し

館
かん

・太田☎090-5678-

9726

合唱で元気よく過ごしましょう
毎月第２・4金曜日、午前10時～

12時、中泉交流センターで。混声

合唱を楽しみませんか。初心者歓迎、

童謡から最近の曲を歌っています。

会費は月2,000円。申し込みは電

話またはFAXで中泉混声合唱団・

富田（☎・℻32-8409）へ

スポーツ教室・ソフトテニス教室
スポーツ教室：毎週火・金曜日、園

児は午後3時10分～4時10分、小学

生は①午後4時20分～5時30分②午

後5時40分～6時50分

ソフトテニス教室：経験者は毎週火

曜日、初心者は金曜日、いずれも午

後7時～9時、対象は小学5年生～

中学3年生

共通：ふれあい交流センター体育館

で。いつでも体験可。会費は月

5,500円。申し込みなど詳しくは、

タカ・スポーツクラブ・高橋(☎090-

1090-1074）へ

令和4年度家庭教育出前講演会
5月30日㈪午前10時～11時（午前9

時30分～45分受付）、龍の子幼稚

園で。対象は0 ～2歳の子を持つ親。

講演会「子どもの育ちと食事～げん

きな心と体は食事から～」を開催し

ます。講師はNPO法人こどもの森

理事長・吉田隆子氏。定員は35人。

申し込みは電話または

右記二次元コードから。

インスタグラムのDM

からでも可能　問○龍の

子幼稚園☎35-5144

令和4年度磐田絵の会作品展
6月1日㈬～5日㈰午前9時～午後6

時（土・日曜日は午後5時まで）、中

央図書館展示室で。見付交流センタ

ーで活動する会員18名の作品50点

（油彩、水彩、日本画）を展示します　

問○磐田絵の会・芹
せり

野
の

☎090-1753-

9237

精神に障がいがある方の家族の   
語り合い
6月2日、8月4日、10月6日の木曜日、

午後1時30分～3時30分、豊田福祉

センターで。対象は精神障がいが

ある方の家族。日頃の苦労や苦しみ

を一人で抱え込まないで仲間の経験

を聞き、自分の気持ちを話してみま

せんか。精神に障がいのある方との

接し方や社会的な支援についても学

習しましょう。定員15人。申し込

みは不要。直接会場へ　問○のぞみの

会・鈴木☎0539-62-3075

第７回磐田フォーク音楽祭
6月5日㈰午前9時20分～午後5時、

アミューズ豊田ゆやホールで。アマ

チュアバンド26組による懐かしい

フォークソングのコンサート。入場

料は無料。申し込みは不要。直接会

場へ。（人数によっては入場制限あ
り）　問○磐田フォークソング愛好会・

鈴木☎090-7675-6921

 

青城童謡くらぶ
毎月第3木曜日、午後2時～3時15

分、青城交流センターで。童謡・唱

歌のほか逸話紹介、鑑賞、簡単な体

操などをします。定員30人。会費

は月500円。持ち物は筆記用具、歌

集、水筒。申し込みは電話で青城交

流センター（☎35-9311）または青

城童謡くらぶ・笹
ささ

瀬
せ

（☎37-7976)

へ

空手道場会員を募集・修
しゅう

空
くう

会
かい

毎週月・火・水・金曜日、午後7時

～8時30分、磐田第一中学校柔剣

道場（火曜日は福田南島体育館）で。

会 員 募 集

　催　し　

広
報
ク
イ
ズ

広
報
ク
イ
ズ

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

Ａ　

か
た
り
あ
開
館
記
念
公
演

Ａ　

か
た
り
あ
開
館
記
念
公
演

　
　

祝
宴
狂
言
会　

野
村
萬
斎
×
野
村
万
作

　
　

祝
宴
狂
言
会　

野
村
萬
斎
×
野
村
万
作

　
　
　
　
　
　
　
　

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト 
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…
33
名
様
名
様

　

※
対
象
は
磐
田
市
在
住
の
小
学
生
以
上
の
方

　
　

の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

Ｂ　

図
書
カ
ー
ド

Ｂ　

図
書
カ
ー
ド
1
0
0
0

1
0
0
0
円
分
円
分 

…

 

…
55
名
様
名
様

3月号

の結果

答
え
は
『
③
携
帯
電
話
の
契
約
』

で
し
た
。
(
応
募
総
数
1
8
4
通
)

Q
「
か
た
り
あ
」
の
客
席
の
数
は
?

　
　

 

① 

１
５
０
８
席

　
　

 

② 

１
５
１
０
席

　
　

 

③ 

１
５
１
２
席

【
応
募
方
法
】

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当

た
り
ま
す
。
6
月
14
日
㈫
ま
で
に
、
は
が
き

(
当
日
消
印
有
効
)、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
子
申
請

で
、
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
広
報
い

わ
た
へ
の
意
見
、
希
望
す
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
記

入
し
、
広
報
広
聴
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン

課
(

〒

4
3
8

－

8
6
5
0 

国
府
台
3

－

1　

℻
32

－

3
9
4
6
)

▲申込

▲電子申請



市役所での相談
問　市民相談センター　☎37-4746

弁護士法律相談

2 日㈭
9 日㈭
12日㈰
16日㈭
23日㈭
30日㈭

13:30
　〜17:00
※12日㈰は
8:30〜12:00

※ 定員7組。予約制（予約受付は開催日の1週間
前の木曜日から、12日㈰の予約は6月2日㈭

　から。予約は原則電話のみ受付8:30～17:15）
司法書士

相続・登記相談
県司法書士会浜松支部主催

7 日㈫
21日㈫

13:30
　〜16:30

※ 定員6組。予約制（5月25日㈬から予約受付。
予約は原則電話のみ 受付8:30～17:15）

公証人
遺言・約束相談 28日㈫ 13:30

　〜16:30
※ 定員6組。予約制（6月10日㈮から予約受付。

予約は原則電話のみ 受付8:30～17:15）

人権身の上相談 2 日㈭ 9:00
　〜12:00

行政
相談

本庁舎 13日㈪ 13:00
　〜15:00アミューズ豊田 28日㈫

問　消費生活センター　☎37-2113
消費生活相談（電話可）

※最終受付は 16:00
毎週月　
〜金曜日

8:30
　〜17:00

問　交通事故相談室　☎37-2112
交通事故相談（電話可）

※最終受付は 16:00
毎週月　
〜金曜日

★8:30
　〜17:00

問　浜松東年金事務所　☎053-421-0192（自動音声案内）

年金相談
磐田市役所本庁舎 23日㈭

★10:00
　〜15:00

※要予約

年金相談
浜松市浜北区役所

8 日㈬
21日㈫

年金相談
浜松市天竜区役所 9 日㈭

問　外国人情報窓口　☎37-4785

外国人情報窓口 毎週月　
〜金曜日

8:30
　〜17:15

iプラザでの相談
問　福祉課　☎37-4919
身体障害者相談会

ボランティア会議室 1 9 日㈭ 10:00　
　〜12:00

知的障害者相談会 6月の知的障害者
相談会はありません

精神障害者相談会
ボランティア会議室 2 9 日㈭ 13:30　

　〜15:30

問　こども・若者相談センター　☎37-2018
こども相談
☎35-4317

毎週月
〜金曜日

8:30　
　〜17:00

女性相談
☎37-4844
若者相談

☎37-2752

市立総合病院での相談
問　市立総合病院　☎38-5000

よろず相談

毎週月
〜金曜日

8:15　
　〜17:00

医療相談

肝疾患相談

医療福祉相談

がん相談
☎ 38-5286（直通）

社会福祉協議会での相談
問　社会福祉協議会　☎37-9617

ボランティア相談 毎週月〜金曜日
★8:30〜17:15
 16:45まで受付福祉なんでも相談

結婚相談
 ※最終受付は　　
    終了 30 分前まで

☎37-4864

5 日㈰
11日㈯
26日㈰

9:00　
　〜11:15

15日㈬ 18:00　
　〜20:15

ワークピア磐田での相談
問　ワークピア磐田　☎36-8381

外国人総合相談
コーナー

毎週月・金曜日
★9:00〜16:30

職業総合相談
毎週火〜土曜日
★9:00〜17:00
水曜日／13:00～17:00、
18:00～21:00

内職相談 毎週火・木曜日
★9:00〜16:00

はじまり 
窓口

※要予約
☎30-6255

中小企業診断士  毎週月曜日
10:00〜／11:30〜／13:30〜
15:00〜 　
税理士  毎週水曜日
13:00〜／14:30〜

キャリアコンサルタント  
7日㈫・21日㈫　18:00〜21:00

フードコンサルタント 
10日㈮・24日㈮   9:00〜12:00

その他の機関の相談
問　磐田地区労福協　☎32-2706

弁護士法律相談 25日㈯ 9:30
　〜12:30

※定員6組。予約制（予約受付は毎月1日から）

問 ライフサポートセンター中東遠
 ☎33-3715（電話相談のみ）

暮らしの中の
何でも相談

毎週月　
〜金曜日

9:00
　〜17:00

問 連合静岡労働相談ダイヤル
 70120-154-052（電話相談のみ）

労働相談 毎週月　
〜金曜日

9:00
　〜17:30

問 県西部健康福祉センター
 ☎37-2252　※要予約

精神保健福祉
総合相談 16日㈭ 13:00

　〜15:30
高次脳機能障害

医療等総合相談会 27日㈪ 13:10
　〜16:00

問 県認知症コールセンター
 ☎054-564-9042（電話相談のみ）

認知症コールセンター 毎週月・
木・土曜日

10:00
　〜15:00

※相談窓口などは、新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、内容が変更になるこ
とがあります。　詳しくは、各電話番号へ
お問い合わせください

（　　   ）専 門 家 
なんでも 
創業相談

市民の相談・意見などの総合的な窓口として、市民相談センター（本庁舎 1 階☎0538-37-4746） をご利用ください。
★は 12:00 ～ 13:00 を除く　※原則、祝日は休み（結婚相談を除く）

６月 の 相 談 窓 口 & 救 急 医 療 情 報

静岡こども救急電話相談

平日（月～金曜） 午後6時～翌朝8時 
土曜  午後1時～翌朝8時 
休日（日祝年末年始） 午前8時～翌朝8時
固定電話（プッシュ回線）、携帯電話　#8000
IP電話、固定電話（ダイヤル回線）
☎ 054-247-9910 へ

ひきこもり、不登校などの
お悩みをご相談ください

▶とき／ 6 月 28 日㈫ 午前 10 時～午後 4 時
▶ところ／磐田サポートハウス「ほっと」
　　　　　（見付 2386-7）
▶対象／外出・通学に踏み出せない
            中学校卒業から 64 歳までの
            ご本人およびその家族
問若者相談ダイヤル☎ 37-2752（予約制）

ひきこもり・不登校相談

21 2022年（令和４年）５月号

夜間・休日急患診療

夜間・休日に急に発病したら
磐田市急患センターへ
▶ところ／上大之郷 51

【夜間（毎日）】
▶受付時間／午後7時15分～10時00分
▶診療科目／内科・小児科

【昼間（日曜・祝日のみ）】
▶受付時間／午前8時45分～11時30分 
　　　　　　午後1時45分～ 4 時30分
▶診療科目／内科・小児科・外科

※上記の時間以外は市立総合病院へ

問磐田市急患センター☎ 32-5267
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※掲載内容は4月27日時点の情報です。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容が変更になることがあります

　　

10:30 〜▲

プレママおはなし会/28日㈫10:30 〜
【毎週の催し】▲

「にこっと」のおはなし会/毎週水曜
10:30からは0〜2歳向け、毎週日曜
15:00からは3〜5歳向け▲

にこっとハローワーク/毎週水曜
13:30 〜16:00▲

天体観測 予/毎週土曜19:15 〜 (曇
天･雨天の場合は中止)

▲

パパとおはなし会/4日㈯10:30 〜▲

心理士にこっと相談＆ミニ講座予
/10日 ㈮（ 相 談 ）9:30 〜、（ 講 座 ）
10:30 〜「乱暴、落ち着きがない時、
友達とのトラブルどうしたらいい
の？」▲

栄養士個別相談/17日㈮9:30 〜、
定員5組▲

りんごのほっぺ(音読劇・歌)予
/11日㈯・25日㈯10:30 〜▲

外 国 語 の お は な し 会/19日 ㈰
/10:30 〜▲

「て」で「はなそう」手話講座/26日㈰

【お知らせ】▲

ブックスタート/2日㈭・9日㈭・
18日 ㈯10：00 〜 ／10：30 〜 ／
11：00 〜、令和4年2月生まれの市
内の親子対象(母子健康手帳持参）

【催し】▲

はじめてのえいご 予/（2歳未満）
8日 ㈬・15日 ㈬・22日 ㈬・29日 ㈬
10:30 〜、（2歳以上）3日㈮・10日
㈮・17日 ㈮・24日 ㈮10:30 〜、 遊
びを通して親子で楽しみながら外国
語に親しもう、各先着5組

上新屋304
☎36-1711 ／ＦＡＸ36-1713

【OPEN】9:30～18:00
※月曜休・第4木曜休

東新町1丁目1-8
☎・ＦＡＸ35-2512

【OPEN】10 :00～12 :00
※土・祝日休
予約は、電話・来館にて受け付けます。

大中瀬320-1
☎66-9900 ／ＦＡＸ66-9901

【OPEN】9 :00～17 :00
※木曜休

竜洋昆虫自然観察公園

多文化交流センターこんにちは

ひと・ほんの庭　にこっと

※ 予 の印は予約が必要です

▲

親子でリズム遊び予/14日㈫10:30
〜、親子で体を動かしながらスキン
シップを楽しもう、先着5組▲

七夕飾りを作ろう予/28日㈫10:30
〜、親子で七夕飾りを作ろう、先着
５組

　昔、激流の川への難しい橋かけを頼まれ、困っている大工

がいました。そこへ大鬼が現れて“お前の目玉よこせば、橋

は俺がかけてやる”と言います。そしてすぐに橋をかけてし

まいましたが、目玉はとてもやれません。すると鬼は“なら

ば俺の名前を当ててみろ”と言いますが、大工には見当もつ

きません。焦って逃げまどう大工の耳に、ふと子守歌が聞こ

えてきました。

いいっしょっしょにに
読読もっ！もっ！

『だいくとおにろく』

俺の名前が分かるか？

松居 直／再話
赤羽 末吉／画　　       福音館書店

　迫力のある鬼や、一場面おきに白黒になる絵が、ちょっぴ

り怖く感じさせ、この昔話の世界に入り込ませてくれます。

お話を聞く子どもは、まるで自分が鬼に迫られている大工で

あるかのようにハラハラすることでしょう。子守歌から答え

を知った大工は名当てに挑み、わざと何回か間違えてから、

最後の最後に言い当てます。緊張感が一転、ほっとする結末

です。不思議なことに、外国にも同じような「名前当て」の

昔話があります（「ルンペルシュティルツヒェン」など）。読

み比べてお楽しみください。

問中央図書館  ☎32-5254

【2022年7月の催し（予定）】
▶昆虫標本を作ろう 予/3日㈰10:00
〜12:00
▶自由研究相談会予/9日㈯10:00 〜
12:00
▶オオクワガタ幼虫を育てよう 予
/10日㈰・23日㈯10:30 〜12:00
▶カブトムシのエサ皿作り 予/17日
㈰10:00 〜12:00

▶みんなの昆虫学校予/18日㈷11:00
〜12:00
▶夜間昆虫観察会 予/23日㈯・30日
㈯20:00 〜21:00
▶ザリガニをつかまえよう 予/24日
㈰10:30 〜12:00
▶セミとり大会 予/31日㈰10:00 〜
12:00

※催しの内容や予約方法など詳しく
　はホームページをご覧ください
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壱貫地76-5（豊岡中央交流センター内）
☎0539-63-0047 ／ＦＡＸ0539-63-0077

【OPEN】 火～土曜9:00 ～ 11:45、13:00 ～ 16:00
※祝日休

福田中島55（福田こども園内）
☎・ＦＡＸ58-1566

【OPEN】 月～金曜9:00 ～ 11:45、13:00 ～ 16:00
※祝日休

岡783-1（竜洋交流センター内）
☎・ＦＡＸ66-9000

【OPEN】 火～土曜9:00 ～ 11:45、13:00 ～ 16:00
ランチタイム実施しません／※祝日休

国府台57-7（iプラザ内）
☎・ＦＡＸ31-0115

【OPEN】 月～金曜9:00 ～ 11:45、13:00 ～ 16:00
※祝日休

新貝1926-1
☎・ＦＡＸ30-6110

【OPEN】火 ～ 土 曜 9 : 0 0～16 : 0 0
※祝日休

 【ふれあい遊び】
▶たっちへゴー／11:00 〜、
15:00 〜　　

【ふれあい遊び】
▶おはなしポケット／11:00
〜、15:00〜

【計測日】
▶乳児期／ 9:30 〜 17:30
▶幼児期／ 9:30 〜 17:30
(身長のみ計測可)

【お知らせ】
▶県外出身ママの交流会

（紫外線についての講座と
交流） 予 ／ 3日㈮14:30 〜
15:30、先着10組
▶赤ちゃんと一緒（歯と健
康 に つ い て ） 予 ／ 6日 ㈪
10:00 〜 10:50、先着10組

【ふれあい遊び】
▶あつまれ♡えがお／ 11:20 〜

【計測日】
▶乳児期・幼児期／開館時
間内ならいつでも

【ふれあい遊び】
▶ふわっとタイム／ 11:20
〜、15:45 〜

【計測日】
▶乳児期・幼児期／開館時
間内ならいつでも

【ふれあい遊び】
▶ほのぼのタイム／ 11:30
〜 11:45

【計測日】
▶乳児期・幼児期／ 7日㈫・
21日㈫の開館時間内ならい
つでも

【ふれあい遊び】
▶午前と午後の終わりにみ
んなで体操をします

【計測日】
▶乳児期・幼児期／ 9日㈭・

23日㈭14:00 〜 15:30
【お知らせ】
▶ 言 葉 の 相 談 予 ／ 1日 ㈬
10:00 〜

【ふれあい遊び】
▶あいあいっ子あつまれ！
／ 11:15 〜 11:40

【計測日】
▶乳児期・幼児期／開館時
間内ならいつでも

【ふれあい遊び】
▶ひまわりっこ／ 11:15 〜
11:35

【計測日】
▶乳児期／毎週金曜13:00
〜 16:00
▶ 幼 児 期 ／ 8日 ㈬9:00 〜
11:00

	

子育て情報はいわた子育てアプリ
「母子モ」をご利用ください。

上大之郷51（急患センター内）
☎37-4102 ／ＦＡＸ37-4103

【OPEN】毎日9 : 3 0～17 : 3 0
※木曜休

	 のびのび

たっち

にっこにこ
南島164-1（子育てセンターみなみしま内）
☎55-6171 ／ＦＡＸ55-6254

【OPEN】 月～金曜9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
※祝日休

ほのぼの

こどもの家 	
富丘162-1（子育てセンターとみがおか内）
☎35-2546 ／ＦＡＸ35-2547

【OPEN】 月～金曜9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
土曜は園庭開放のみ／※祝日休

ぽっけ

ふわっと 	 城之崎1丁目2-13
☎36-1311 ／ＦＡＸ36-1260

【OPEN】 月・火・木曜10:00 ～ 15:30　
ランチタイム実施しません／※祝日休

こどもの森

あいあい

【ふれあい遊び】
▶もりもりタイム／ 11:30
〜 11:50

【計測日】
▶乳児期・幼児期／開館日の
10:00 〜 11:15、13:00 〜
15:00(フェイスタオル持参)

【お知らせ】
▶離乳食相談日／毎週月曜
10:00 〜 11:50（27日㈪は
14:00まで）
▶ 栄 養 相 談 日 ／ 2日 ㈭
10:00 〜 14:00

移動子育て支援センター「はぐはぐ」
☎37-2012 （こども未来課）

岩田交流センター／  2日㈭・16日㈭10:00 〜 15:00
大藤交流センター／  9日㈭・23日㈭  9:00 〜 14:00
向笠交流センター／ 10日㈮・24日㈮10:00 〜 15:00

6月
ページ番号 1001754

　であいのひろば（子育て支援総合センターのびのび内）

☎37-4102  ＦＡＸ37-4103　10:00～11:30
※予約は電話・FAXにて受け付けます
●10日㈮　御厨交流センター　　   先着10組
●16日㈭　田原交流センター　　   先着15組
●24日㈮　池田交流センター　　   先着15組
●28日㈫　今之浦記念館　　　   　先着10組

 【計測日】
▶乳児期・幼児期／開館時
間内ならいつでも

【ふれあい遊び】
▶あそぼうエンジェル／
11:00 〜 11:30

【計測日】
▶乳児期・幼児期／ 2日㈭
9:45 〜 10:45

【お知らせ】
▶誕生会／21日㈫11:00〜
▶絵本シアター／毎週月曜
11:00〜
▶足型おたのしみコーナー
※詳細はセンターおたよりで
▶わらべうたベビーマッサ
ージ／毎週月曜10:00〜

国府台84-3（こうのとり保育園内）
☎32-4732 ／ＦＡＸ33-0023　

【OPEN】月 ～ 木 曜 8 : 3 0 ～ 1 3 : 0 0
ランチタイム実施しません／※祝日休

エンジェル

【ふれあい遊び】
▶にぎにぎぎゅっと／ 11:10
〜 11:30

【お知らせ】
▶赤ちゃんとあそぼう(生後
4 〜 12カ月くらいの赤ちゃ

ん対象) 予 ／ 14日㈫10:00
〜 11:00、先着5組
▶わらべうたベビーマッサ
ージ(首が座った赤ちゃん
対 象) 予  ／ 23日 ㈭10:00
〜 11:30、先着5組

	
前野2575（龍の子幼稚園内）
☎35-5144 ／ＦＡＸ35-5141

【OPEN】月 ～ 金 曜 8 : 3 0 ～ 1 4 : 3 0
ランチタイム実施しません／※祝日休

みちるーむ

予



　4 月 17 日㈰、第 13 節東京サンゴリアス戦で、4 月

に入団したルーキー、ジョーンズ リチャード剛
ごう

選手が、

記念すべき公式戦デビューを果たしました。

　鋭くパワフルなタックルが持ち味のジョーンズ選手

は、開始から首位を走る東京サンゴリアスの攻撃に対

して、終始身体を張ったプレーを見せました。

　試合は前半セットプレーで優位に立ち、リードして

折り返すも後半逆転され悔しい敗戦となりました。

　ジョーンズ選手は「大学とリーグワンのフィジカル

の違いを感じました。さらにレベルアップしたいです」

と話し、記念すべき公式戦初試合は、多くの学びを得

る機会になりました。

　　  遠藤選手 J1 リーグ通算 650 試合出場達成

　　  バーチャルスタジアム OPEN

      　ホストゲームに草地市長来場！

ジュビロ＆レヴズ

　4 月 9 日㈯、第 12 節リコーブラックラムズ東京戦

に草地博昭市長にご来場いただき、キックオフ前にファ

ンに人気の応援グッズ「富士山ヘッド」をかぶってピッ

チ上で力強い激励のスピーチをいただきました。

　この日は磐田市民の皆さまをスタジアムにご招待す

る企画も実施し、草地市長をはじめ市民の皆さまのご

声援のおかげで、前半か

ら主導権を握った静岡

ブルーレヴズはリコーブ

ラックラムズ東京から 7

トライをあげて 45 － 19

で快勝しました。

［カラーガイド2022年版］

        ジョーンズ リチャード剛選手が公式戦初キャップ！

　ヤマハスタジアムを 360°視点で回遊できるバーチャ

ルスタジアムを開設しました。普段は入ることのできな

いロッカールームやピッチ、VIPルームなども散策可能！

また、大型スクリーンをクリックすると、今シーズンの

選手紹介映像もご覧いただけます！

　静岡ブルーレヴズの『LINE 公式アカウント』では

引き続きお友だちを募集しています。 

　試合情報やチケット、チーム情報や LINE 限定動画

なども配信していきますので、登録がまだの方はこの

機会に友だち登録をよろしくお願いいたします。

５月・６月のホームゲーム

      　LINE 公式アカウントお友だち募集中！バーチャルスタジアムはこちらから▶

◀LINE公式アカウント 
LINE ID ： ＠bluerevs 

アカウント表示名：静岡ブルーレヴズ

節 開催日 キックオフ 対戦相手 会場
14 5/22 ㈰ 15:00 北海道コンサドーレ札幌

ヤマハ
スタジアム16 5/29 ㈰ 16:00 横浜F・マリノス

17 6/18 ㈯ 18:00 サガン鳥栖

©SHIZUOKA BlueRevs

　4 月 17 日㈰、第 9 節サンフレッチェ広島戦にて、遠藤

保仁選手が J1 リーグ通算 650 試合出場という前人未踏

の大記録を樹立しました。

ⒸJUBILO IWATA

©SHIZUOKA BlueRevs

遠藤保仁選手 (MF/50) コメント
　これだけ長い期間プロとしてやれて、なおかつこれだ

けの試合に出られることを非常にうれしく思います。周

りの方のサポートのおかげだと思うので、感謝しつつま

だまだ良いパフォーマンスを出して、これからも試合に

絡んでいきたいなと思います。
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トンボイラスト ： ニッシーくん （桶ケ谷沼ビジターセンタースタッフ）

4 コマまんが作者たちによる
ミドコロ・制作裏話はしっぺい
オフィシャルサイトからどうぞ ⇒

新型コロナウイルスなど感染症対策として、外出時は必ずマスクを着用し、
人との距離を保ち、こまめな手洗い、手指消毒などを心掛けましょう。

このコーナーでは、桶
おけ

ケ
が

谷
や

沼
ぬま

ビジターセンターの

オッケーくんが、みんなの質
しつ

問
もん

にズバリとお答えします。

A. オッケー♪
　　まだ５月

がつ

だけど、
　　たくさん
　　　飛

と

んでるよ～♪

桶ケ谷沼ビジターセンター
〒 438-0016　磐田市岩井 315
☎ 0538-39-3022　ＦＡＸ 0538-39-3023

  午前 9 時～午後 5 時（入館無料）
  ※月曜休館（月曜が祝日の場合は翌日）

桶ケ谷沼の最新情報は毎月「桶ケ谷沼

ビジターセンターだより」でお知らせ

しています。公共施設で配布、HP から

もご覧いただけます 施設 HP ▶

Q. 桶ケ谷沼で今
いま

見
み

られる
　　トンボがいたら教

おし

えて！

▲チョウトンボ(オス)

ヨツボシトンボ

ベッコウトンボ

ショウジョウトンボ(オス)▶

開館時間

ねぇねぇ！

オッケオッケーーくんくん

桶ケ谷沼のことなら何でも知っている。
質問には「オッケー♪」と快く答えてくれる。

◀オッケーくん
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。
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こ
れ
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時

期
も
期
間
も
違
う
の
で
、
こ
こ
桶
ケ
谷
沼

で
は
季
節
や
月
に
よ
っ
て
も
違
っ
た
ト
ン

ボ
を
見
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

桶
ケ
谷
沼
は
ト
ン
ボ
の
楽
園
で
す
。
今

年
、
何
種
類
の
ト
ン
ボ
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
の
お
出
か
け
も
自
然

い
っ
ぱ
い
の
桶
ケ
谷
沼
で
オ
ッ
ケ
ー
♪
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描
い
た
子
ど
も
は
男
の
子
に
も
女
の
子
に
も

見
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
川
を
上
か
ら
見

た
と
き
に
魚
が
見
え
る
ほ
ど
の
透
明
感
や
、

川
で
遊
ぶ
様
子
、
水
中
と
陸
で
色
の
見
え
方

が
異
な
る
石
も
描
き
た
か
っ
た
の
で
、
断
面

的
な
構
図
に
し
て
表
現
し
ま
し
た
。
も
う
ひ

と
ひ
ね
り
加
え
た
く
て
、
思
っ
た
ま
ま
の
感

情
を
言
葉
に
し
て
絵
に
添
え
ま
し
た
。

将
来
の
夢
は

　

美
術
の
先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。
池
谷
先

生
と
出
会
っ
て
、
絵
に
関
す
る
こ
と
を
た
く

さ
ん
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
私
の
絵
に
対
す

る
思
い
は
以
前
よ
り
も
っ
と
強
く
な
り
ま
し

た
。
絵
に
は
、
写
実
的
な
も
の
か
ら
抽
象
的

な
も
の
ま
で
、
幅
広
い
描
き
方
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
美
術
の
先
生
に
な
っ
た
ら
、

絵
を
描
く
こ
と
が
得
意
な
人
は
も
ち
ろ
ん
、

苦
手
な
人
も
楽
し
め
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
生
徒
た
ち
に
伝
え
た
い
で
す
。
中
学
校
を

卒
業
し
た
ら
、
美
術
専
門
の
高
校
に
進
学
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
の
気
持
ち
は

　

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
の
と
同
時
に
、
「
ま

さ
か
こ
ん
な
に
小
さ
な
絵
が
、
こ
ん
な
に
大

き
な
こ
と
に
つ
な
が
る
な
ん
て
！
」
と
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

絵
の
ア
イ
デ
ア
は
ど
こ
か
ら

　

今
回
描
い
た
の
は
、
友
達
5
人
と
そ
の
家

族
で
、
阿あ

多た

古ご

川
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
行
っ

た
時
の
思
い
出
で
す
。
絵
を
描
く
と
き
は
、

自
分
が
体
験
し
た
こ
と
を
描
く
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
そ
の
方
が
よ
り
細
か
く
写
実
的
に

描
け
て
、
絵
に
対
す
る
思
い
が
深
く
な
り
ま

す
。
自
分
の
感
情
を
自
由
に
表
現
で
き
る
と

こ
ろ
が
絵
の
魅
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

絵
の
世
界
に
の
め
り
込
ん
だ
き
っ
か
け
は

　

幼
稚
園
の
年
長
か
ら
ド
ラ
ム
を
習
っ
て
い

て
、
中
学
校
で
は
吹
奏
楽
部
に
入
部
し
ま
し

た
。
で
も
、
二
年
生
の
と
き
美
術
の
池い

け
が
や谷

先

生
と
出
会
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、「
美

術
部
に
入
っ
て
も
っ
と
学
び
た
い
」
と
思
い
、

吹
奏
楽
部
か
ら
美
術
部
に
転
部
し
、
絵
の
世

界
に
本
格
的
に
の
め
り
込
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
の
絵
手
紙
も
、
部
活
動
で
制
作

し
た
数
枚
の
う
ち
の
一
つ
で
す
。

作
品
の
ポ
イ
ン
ト
は

　

い
ろ
ん
な
人
に
川
の
美
し
さ
や
川
遊
び
の

楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
の
で
、

令和3年度河川愛護月間絵手紙
最優秀賞（国土交通大臣賞）

令和 3 年度河川愛護月間絵手紙で最

優秀賞の国土交通大臣賞を、その

後、磐田市民賞を受賞した豊田南中 3 年

の太田さん。絵手紙には、太田さんが見

たまま、感じたままの大自然が詰め込ま

れています。

太田 かれん太田 かれんさんさん

▲国土交通大臣賞を受賞した作品

262022年（令和4年）5月号
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市立総合病院からの
お知らせ

健幸幸

plus++
　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
予
防
・

検
診
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ま
と
め
た
「
が
ん

を
防
ぐ
た
め
の
新
12
か
条
」
に
「
正
し
い

が
ん
情
報
で
が
ん
を
知
る
こ
と
か
ら
」
の

項
目
が
入
り
ま
し
た
。
禁
煙
や
食
生
活
の

注
意
ば
か
り
で
な
く
、
正
し
い
情
報
の
入

手
も
健
康
維
持
や
病
気
治
療
に
必
要
と
認

め
ら
れ
た
こ
と
は
画
期
的
で
す
。
が
ん
に

な
る
と
不
安
に
な
っ
て
情
報
収
集
を
す
る

と
思
い
ま
す
が
、
玉

※
ぎ
ょ
く
せ
き
こ
ん
こ
う

石
混
交
の
情
報
の
中

か
ら
正
し
い
情
報
を
得
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
大
量
の

情
報
が
あ
り
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
人

の
弱
味
に
つ
け
込
む
商
売
も
多
数
あ
り
ま

す
。
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

「
g
a
n
j
o
h
o
.
ｊ
ｐ
」
な
ど
信
頼

で
き
る
サ
イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

当
院
で
は
、
適
切
な
情
報
を
お
伝
え
す

る
た
め
に
、
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で

相
談
を
受
け
る
体
制
を
整
え
て
お
り
、
匿

名
で
も
相
談
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
民

公
開
講
座
な
ど
で
正
し
い
知
識
を
得
て
い

た
だ
く
機
会
も
設
け
て
い
ま
す
。
講
演
会

な
ど
に
は
、
今
後
が
ん
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
世
代
の
方
に
も
積
極
的
に
ご
参
加
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
人
の
2
人
に
1
人
が
が
ん
に
な
る

時
代
に
な
り
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
も
正
し

い
が
ん
の
知
識
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
の

取
り
組
み
が
始
ま
り
、
学
校
教
育
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
も
が
ん
教
育
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
当
院
は
こ
の
4
月
か
ら
「
地
域

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
(
高
度
型
)」

と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
教
育
現
場
で
の

が
ん
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
お
子

さ
ん
、
お
孫
さ
ん
に
は
ご
家
庭
で
が
ん
の

話
を
す
る
よ
う
に
促
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
家
族
一
緒
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
自
身
が
が
ん
に
な
っ
た
り
、

大
切
な
人
が
が
ん
に
な
っ
た
と
き
に
困
ら

な
い
よ
う
な
社
会
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

か
ぜ
の
症
状
で
受
診
を
す
る
患
者
さ
ん

か
ら
「
抗
菌
薬
は
く
れ
な
い
の
？
」
と
相

談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

は
ま
だ
抗
菌
薬
を
万
能
だ
と
思
っ
て
は
い

ま
せ
ん
か
？

　

抗
菌
薬
は
、
文
字
通
り
細
菌
と
戦
う
薬

で
す
。
細
菌
と
ウ
イ
ル
ス
は
全
く
別
の
病

原
体
の
た
め
、
抗
菌
薬
は
ウ
イ
ル
ス
に
は

効
き
ま
せ
ん
。
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
か
ぜ
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
抗
菌
薬
が
処
方
さ
れ

な
い
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

　

世
界
的
に
抗
菌
薬
の
使
い
過
ぎ
に
よ
っ

て
、
抗
菌
薬
の
効
か
な
い
細
菌
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
薬
剤
耐
性
菌
」

と
い
い
ま
す
。
英
医
学
誌
ラ
ン
セ
ッ
ト
に

よ
る
と
、
2
0
1
9
年
に
「
薬
剤
耐
性
菌
」

に
よ
り
世
界
で
1
2
0
万
人
以
上
が
死
亡

し
た
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
薬
剤
耐
性

の
問
題
に
対
し
て
こ
の
ま
ま
何
も
対
策
を

取
ら
な
け
れ
ば
、
2
0
5
0
年
に
は
年
間

1
0
0
0
万
人
が
薬
剤
耐
性
感
染
症
の
た

め
に
死
亡
す
る
と
推
定
さ
れ
、
将
来
的
に

は
感
染
症
で
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
に
有
効

な
抗
菌
薬
を
使
用
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、
各
地
域
の

中
核
病
院
で
は
「
抗
菌
薬
適
正
使
用
支
援

チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
感
染
症
や
抗
菌
薬

に
専
門
的
な
知
識
を
持
っ
た
医
師
、
看
護

師
、
薬
剤
師
、
臨
床
検
査
技
師
が
、
患
者

さ
ん
の
個
々
に
応
じ
た
「
適
切
な
薬
剤
」

を
「
必
要
な
場
合
に
限
り
」、「
適
切
な
量

と
期
間
」
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
治
療

が
完
了
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

「
薬
剤
耐
性
菌
」
を
作
ら
な
い
、
拡
大
さ

せ
な
い
た
め
に
、
日
頃
か
ら
抗
菌
薬
を
適

切
に
使
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
理
解
い
た

だ
き
、
治
療
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と

も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
価
値
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と
が
、
入
り
交
じ
っ
て
い
る
こ
と

緩
和
医
療
科
部
長

　
　　

中な
か

澤ざ
わ 

秀ひ
で

雄お

正
し
く
使
お
う
抗
菌
薬

正
し
い
が
ん
情
報
を
得
る

大
切
さ

薬
剤
部
長
兼
臨
床
研
究
管
理
室
長

　
　　

正ま
さ

木き 

銀ぎ
ん

三ぞ
う
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▲地元関係者に見送られ出発する第1便

地域の交通手段を維持します

令和4年3月末日をもって廃止された遠州鉄道株式

会社の「掛塚さなる台線(千手堂系統・とつか系統）」

の代替として、4月1日㈮から通勤通学の生活交通を確

保するため、浜松バス株式会社による磐田市生活バス

路線「掛塚磐田駅線」の運行が開始されました。

第1便の出発にあたり、草地市長は「地域の皆さま

に末永く愛されるようなバスになって欲しいです」と

話しました。

 4
 1

▲厳粛な雰囲気の中で宣誓する佐藤さん

磐田市消防団辞令交付式

竜洋なぎの木会館で、令和4年度磐田市消防団辞令

交付式が行われました。

約250人が出席し、令和3年度をもって退団した団

員や令和4年度の新階級者、新入団員へ辞令を交付し

ました。新入団員78名を代表し、見付方面隊第3分

団の佐藤洋
ひろ

希
き

さんが「忠実に消防業務を遂行します」

と力強く宣誓しました。

 4
 3

イワタフォトニュース

▲鮮やかで美しいファンタジーの世界に見入る来場者

花の香りにつつまれて

磐田市香りの博物館では開館25周年を記念して

「永田萠
もえ

の世界展～花の香りにつつまれて～」を6月

26日㈰まで開催しています。

絵本作家・イラストレーターとして活躍する永田萠

が描く花と妖精の世界を、鮮やかな色彩のアクリル

画と日本の伝統的な画材を使った絹絵を中心に展示

しています。夢あふれる幻想的な世界を花の香りと

ともにお楽しみください。

 4

▲左から兼子さん、井伊さん、横山さん、増宮さん、大庭さん

磐田の特産物を次世代へ 4
12

磐田市の特産品である海
え

老
び

芋
いも

の産地維持・拡大のた

め、後継者を育成する「海老芋承継事業」の令和4年

度研修生認定書交付式と令和3年度研修生の研修終了

の報告を行いました。

令和4年度研修生の横山高志さんは研修に向けての

決意を述べ、令和3年度研修生の井伊正樹さん、増宮

雄一さんは指導農家の兼子親
ちか

美
み

さん、大庭安
やす

平
へい

さん

との1年間の研修や就農への思いを話しました。

 4
 9
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 4
20

豊田西保育園の年中・年長園児たちが、行
ぎょう

興
こう

寺
じ

や隣

接する公園に、長藤の見学へ出掛けました。

天候にも恵まれ、園児たちは、藤棚から垂れ下が

る8分咲き程度の長藤を見上げて、元気いっぱいの様

子でした。「お花きれい」「たくさん咲いてる」「お花が

長くてびっくり」などと楽しそうに話しながら甘い

香りの漂う園内を巡り、春を彩る長藤の魅力を全身

で感じていました。

▲長藤を見て笑顔があふれていました

熊野の長藤を見に行こう

▲夢中になってお茶の葉を摘む園児たち

大藤こども園の年長と年中の園児42人が、ヤマキ

製茶さんの茶畑でお茶の摘み取り体験を行いました。

大藤地区はお茶の栽培、製茶が盛んであり、大藤こ

ども園では毎年お茶摘みの体験を行っています。

園児たちは茶畑に入り、ヤマキ製茶の稲垣さんか

ら摘み方についての説明を受けた後、｢お茶のいい匂

いがする｣とうれしそうに声を上げながら、夢中に

なってお茶の葉を収穫しました。

お茶っ葉を摘んでみよう 4
20

音楽で磐田を元気に

▲会場が一体となって合奏を楽しみました

 4
24

磐田 TViwata fun club

「イワタフォトニュース」はFacebookや
YouTubeなどでも公開しています。
右記2次元コードよりご覧ください。

【4/27依頼メモ】
4/25見付写生大会の原稿のみ対象
こちらのデータの内容に差し替えてください

磐田市市勢功労者表彰式

市では、磐田市の公益に寄与し、市政の進展に特

に功績のあった方を「市勢功労者」として表彰を

行っています。

今回の表彰式では、増田暢
のぶ

之
ゆき

さん（市議会議員16年）、

島岡信
のぶ

生
お

さん（市自治会連合会役員12年）、光
みつ

吉
よし

祐
ゆう

二
じ

さん（市選挙管理委員会委員12年）、星井すみ子さん

（市登録統計調査員として57回の調査に従事、ご子息

の辰也さんが代理出席）の4人に授与されました。

▲左から星井さん、光吉さん、島岡さん、増田さん

 4
18

演奏レベルなどの枠を越え、音楽好きなら誰でも

自由に参加できる｢第17回自由演奏会in磐田」がア

ミューズ豊田で行われました。

コロナの影響で昨年は屋外での開催でしたが、今

年は3年ぶりにアミューズ豊田メインアリーナで実施

しました。多くの仲間と一緒に音楽の楽しさを分か

ち合おうと県内から集まった参加者が、1日限りの吹

奏楽団を結成し、素敵な音色を響かせました。



市
長  

草
地  

博
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　「夏も近づく八十八夜」。心地よいリズムの曲

に合わせて、この時季になるとついつい口ずさ

んでしまうのがこの「茶摘」の歌です。「いわ

た茶」は、渋みとうまみが調
ちょう

和
わ

した味わい深さ

で、さわやかな香りが特長です。また一番茶を

使用した「いわた茶缶」は手にも取りやすく、

その味も好評をいただいています。

　いわた茶は明治初期、幕臣たちが

東京から静岡へ移り住み、その中で

日本造船の父と呼ばれる赤
あ か

松
ま つ

則
の り

良
よ し

ら

が磐田原での茶園開拓に目をつけた

ところから始まり、100 年以上続く

産業となりました。

　急須でお茶をいれる文化が減りつつあると言

われていますが、コロナ禍においてお茶の効用

が見直されるなど、その良さが再評価されてい

ます。

　八十八夜は末広がりであることから夏支度を

始める吉日とされているように、季節は春を越

え、夏へと移っていきます。それに合わせて、

磐田の空の青を背景にしたお茶畑も、新緑から

青葉へ、そして濃い緑色へと変化していきます。

季節と共に移り行く磐田の自慢の風景に想いを

馳せながら、急須で「いわた茶」をいれホッと

一息つく贅
ぜ い

沢
た く

なひと時を、次世代に守りつなげ

ていきたいものです。

市長
コラム磐田市とお茶

▲静岡産業大学の
　取り組みはこちらから

作り方

鶏ひき肉 ···················································440g
タマネギ ·····················································4０ｇ
ショウガ ······················································12g
塩・こしょう ················································ 少々
片栗粉 ··················································小さじ1
うずらの卵 ·····································120g(12個)
片栗粉 ······················································· 適量
油 ······························································ 適量
焼き鳥のタレ(既製品) ·································60ｇ

1人分当たり【エネルギー263kcal】　
たんぱく質23.8g 脂質17.2g カルシウム34㎎ 鉄2.0㎎ 食塩相当量1.2g

材料（4人分）

一口サイズで食べやすい

ピンポン入り
ラグビーつくね

つくねの中には、ピンポン玉に見立てた
うずらの卵が入っています。

①	鶏ひき肉に、みじん切りしたタマネギ、ショウ
ガ、塩、こしょう、片栗粉を加え、よく練る。

②	①を12等分にする。
③	ゆでて殻をむいたうずらの卵に片栗粉をまぶし、
②の中央に入れ、ラグビーボール型に成形する。

④		③を180℃の油で5分揚げる。
⑤	④に焼き鳥のタレをからめ、半分に切りお皿に
盛る。

※その他の料理については、
　クックパッドをご参照ください

磐田のスポーツをモチ

ーフにした料理を、ワ

ンプレートにしました。

今回、そのうちの一品

をご紹介します。

▲いわた茶缶
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